
防
衛
相
、
哨
戒
機
き
ょ
う
出
発

　
【
共
同
】
河
野
太
郎
防
衛
相
は
１
０
日
、
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
「
た
か
な
み
」
と
Ｐ
３
Ｃ
哨
戒
機
に
対
し
、
中

東
海
域
へ
の
派
遣
命
令
を
出
し
た
。
防
衛
省
設
置
法
の
「
調
査
・
研
究
」
を
名
目
に
し
た
情
報
収
集
が
任
務
。
哨

戒
機
は
１
１
日
に
先
行
し
て
那
覇
の
基
地
を
出
発
し
、
２
０
日
か
ら
活
動
を
開
始
。
た
か
な
み
は
２
月
２
日
に
出

航
し
、
下
旬
に
活
動
に
着
手
す
る
。
派
遣
規
模
は
護
衛
艦
と
哨
戒
機
を
合
わ
せ
て
２
６
０
人
程
度
。
米
国
と
イ
ラ

ン
の
対
立
が
続
く
不
安
定
な
情
勢
の
中
で
の
決
断
だ
け
に
、
野
党
か
ら
批
判
が
強
ま
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。

海
自
に
中
東
派
遣
命
令

述
べ
撃
墜
を
示
唆
し
た
。
同

盟
国
カ
ナ
ダ
の
ト
ル
ド
ー
首

相
は
記
者
会
見
を
開
い
て
米

当
局
と
同
じ
認
識
を
示
し
、

英
国
も
同
調
し
た
。

　

イ
ラ
ン
政
府
報
道
官
は
声

明
で
「
全
く
の
う
そ
だ
」
と

強
調
し
、
米
政
府
が
イ
ラ
ン

を
非
難
す
る
情
報
戦
を
仕
掛

け
て
い
る
と
主
張
し
た
。
今

後
は
真
相
究
明
に
向
け
イ
ラ

ン
側
が
情
報
を
ど
こ
ま
で
開

示
す
る
か
が
焦
点
と
な
る
。

有
力
司
令
官
殺
害
を
受
け
た

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
、
テ
ヘ
ラ

ン
共
同
】
複
数
の
米
主
要
メ

デ
ィ
ア
は
９
日
、
イ
ラ
ン
の

首
都
テ
ヘ
ラ
ン
で
乗
客
乗
員

１
７
６
人
全
員
が
死
亡
し
た

８
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
旅
客
機

墜
落
に
関
し
、
米
当
局
が
人

工
衛
星
デ
ー
タ
な
ど
を
分

析
、
イ
ラ
ン
の
防
空
シ
ス
テ

ム
が
稼
働
し
誤
っ
て
ミ
サ
イ

ル
で
撃
墜
し
た
と
の
見
方
を

示
し
た
と
報
じ
た
。
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
「
誰
か
が
ミ
ス

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と

米
加
、
ミ
サ
イ
ル
誤
射
の
見
方

も
可
能
。「
調
査
・
研
究
」

を
根
拠
に
し
た
初
の
長
期
派

遣
と
な
る
。
河
野
氏
は
記
者

会
見
で
「
中
東
の
緊
張
が
高

ま
っ
て
い
る
。だ
か
ら
こ
そ
、

日
本
関
係
船
舶
の
安
全
確
保

に
必
要
な
情
報
収
集
活
動
を

強
化
し
な
い
と
い
け
な
い
」

と
強
調
。
中
東
地
域
か
ら
の

日
本
へ
の
原
油
輸
入
が
途
絶

え
な
い
よ
う
「
万
全
の
準
備

を
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

哨
戒
機
は
、
ア
フ
リ
カ
東

部
ソ
マ
リ
ア
沖
の
ア
デ
ン
湾

で
海
賊
対
処
活
動
を
担
当
。

情
報
収
集
と
併
せ
二
つ
の
任

務
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

　

海
自
の
活
動
中
に
不
測
の

事
態
が
起
き
た
場
合
、
自
衛

イ
ラ
ン
の
対
米
軍
事
報
復
直

後
に
起
き
た
惨
事
は
、
中
東

情
勢
を
巡
る
新
た
な
火
種
に

な
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

イ
ラ
ン
の
事
故
調
査
部
門

ト
ッ
プ
は
１
０
日
、
フ
ラ
イ

ト
レ
コ
ー
ダ
ー
（
飛
行
記
録

装
置
）
な
ど
の
解
析
に
１
カ

月
以
上
、
原
因
調
査
に
１
年

か
か
る
可
能
性
が
あ
る
と
述

べ
た
。

　

イ
ラ
ン
は
革
命
防
衛
隊
の

精
鋭
「
コ
ッ
ズ
部
隊
」
の
ソ

レ
イ
マ
ニ
司
令
官
が
米
軍
に

殺
害
さ
れ
た
報
復
と
し
て
、

８
日
午
前
１
時
２
０
分
（
日

本
時
間
同
６
時
５
０
分
）
に

イ
ラ
ク
駐
留
米
軍
の
拠
点
を

弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
攻
撃
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
国
際
航
空
の
旅
客

機
は
約
５
時
間
後
、
テ
ヘ
ラ

ン
の
空
港
を
離
陸
直
後
に
墜

落
し
た
。
イ
ラ
ン
は
当
時
、

米
軍
の
反
撃
に
備
え
警
戒
態

勢
に
入
っ
て
い
た
。

　

米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
は
９
日
、
イ
ラ
ン
の

ミ
サ
イ
ル
が
旅
客
機
に
命
中

す
る
瞬
間
を
捉
え
た
と
す
る

動
画
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公

開
し
た
。
衛
星
写
真
や
旅
客

機
の
航
跡
と
照
合
す
る
こ
と

主
張
対
立
、
究
明
焦
点
に

調
査
名
目
、
護
衛
艦
は
２
月

立
・
国
代
表
、
合
流
結
論
出
ず

そ
れ
ぞ
れ
が
党
内
議
論
へ

（１） ２０２０年第５４０４号  １月 １１日 （土曜日）
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海上自衛隊の中東派遣に関する幹部会議を終え、記者会見する
河野防衛相＝１０日午後、防衛省（共同）

で
、
動
画
の
信
ぴ
ょ
う
性
を

確
認
し
た
と
し
て
い
る
。

　

米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

米
当
局
が
人
工
衛
星
や
レ
ー

ダ
ー
の
デ
ー
タ
を
分
析
。
ミ

サ
イ
ル
２
発
の
熱
源
を
探

知
直
後
、
旅
客
機
付
近
で

爆
発
が
起
き
た
。
当
局
者
は

イ
ラ
ン
の
防
空
シ
ス
テ
ム
が

稼
働
し
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
を

発
射
、
誤
っ
て
撃
ち
落
と
し

た
可
能
性
が
あ
る
と
み
て
い

る
。

　

イ
ラ
ン
航
空
当
局
の
９
日

の
発
表
に
よ
る
と
、
旅
客
機

は
離
陸
直
後
、
技
術
的
ト
ラ

ブ
ル
で
空
港
に
戻
ろ
う
と
し

た
が
墜
落
し
た
。

福
山
哲
郎
、
国
民
の
平
野
博

文
両
幹
事
長
が
同
席
。
出
席

者
の
一
人
は
「
両
代
表
が
意

見
を
言
い
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
、
中
高
生
に
約
束

東
京
五
輪
で
福
島
風
評
払
拭
を

し
い
」
と
訴
え
た
。

　

東
京
五
輪
の
聖
火
リ
レ
ー

の
ラ
ン
ナ
ー
に
決
ま
っ
た
岩

手
・
大
船
渡
高
２
年
の
熊
谷

秀
人
君
（
１
７
）
は
「
真
剣

に
自
分
た
ち
の
言
葉
に
耳
を

傾
け
て
も
ら
っ
た
」、
福
島
・

磐
城
高
２
年
の
吉
田
柚
葉
さ

ん
（
１
７
）
は
「
世
界
を
一

つ
に
す
る
こ
と
が
五
輪
の
成

功
だ
と
言
わ
れ
、
そ
の
通
り

だ
と
思
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
参
加
国
と
交
流
を

促
す
政
府
の
「
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
」
事
業
で
福
島
市
の
相
手

国
と
な
っ
て
い
る
ス
イ
ス
の

在
日
大
使
館
が
、
被
災
地
の

子
ど
も
が
同
国
を
訪
問
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
サ
ポ
ー
ト
・

ア
ワ
ー
・
キ
ッ
ズ
」
を
支
援

し
、
面
会
が
実
現
し
た
。

日
本
の
法
相
発

言
は
「
愚
か
」

ゴ
ー
ン
被
告
、
非
難
の
応
酬

評
被
害
を
懸
念
し
、
払
拭
に

向
け
た
協
力
を
約
束
し
た
。

　
「
復
興
ア
ン
バ
サ
ダ
ー（
大

使
）」
と
名
付
け
ら
れ
た
男

子
４
人
、
女
子
２
人
の
訪
問

団
は
復
興
支
援
ソ
ン
グ
「
花

は
咲
く
」
を
合
唱
で
披
露
し

た
。
作
詞
し
た
映
画
監
督
、

隊
法
に
基
づ
き
、
海
上
警
備

行
動
を
発
令
す
る
。
武
器
を

使
用
し
て
の
防
護
の
対
象
と

な
る
の
は
日
本
籍
船
の
み
。

日
本
人
が
乗
船
し
て
い
る
外

国
籍
船
に
つ
い
て
は
、
警
告

を
出
す
と
い
っ
た
対
応
が
で

き
る
と
い
う
。

　

活
動
海
域
は
、
オ
マ
ー
ン

湾
や
ア
ラ
ビ
ア
海
北
部
、
バ

ベ
ル
マ
ン
デ
ブ
海
峡
東
側
の

公
海
に
限
定
。
日
本
と
友
好

関
係
に
あ
る
イ
ラ
ン
へ
の
刺

激
を
避
け
る
た
め
、
同
国
と

接
す
る
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
や
ペ

ル
シ
ャ
湾
は
含
ま
な
い
。

　

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
安
全
確

保
を
目
的
と
す
る
米
国
主
導

の
有
志
連
合
に
は
参
加
し
な

い
独
自
の
取
り
組
み
と
位
置

付
け
る
。
海
自
が
得
た
情
報

は
米
軍
な
ど
と
共
有
す
る
方

針
だ
。
バ
ー
レ
ー
ン
の
米
軍

司
令
部
に
自
衛
隊
の
連
絡
官

を
派
遣
す
る
。

　

河
野
氏
は
命
令
で
、
部
隊

の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す

と
と
も
に
、
外
国
軍
と
必
要

な
意
思
疎
通
や
連
携
を
図
る

よ
う
指
示
し
た
。

　

政
府
は
昨
年
１
２
月
２
７

日
に
海
自
の
中
東
派
遣
を
閣

議
決
定
し
た
。

日
ま
で
の
約
１
年
で
、
延
長

　

活
動
期
間
は
１
２
月
２
６

ＩＯＣのバッハ会長（中央）と面会した東北３県の中高生＝９日、ローザンヌ（共同）

会談後に取材に応じる国民民主党
の玉木代表（左）と立憲民主党の
枝野代表＝１０日午後、国会（共同）

イ
ラ
ン
司
令
官
殺
害
を
誇
示

ト
ラ
ン
プ
氏
、
再
選
へ
集
会

事
実
を
殊
更
に
喧
伝
し
、
到

底
看
過
で
き
な
い
」
な
ど
と

批
判
し
た
こ
と
に
対
し
「
非

常
に
愚
か
だ
」と
反
発
し
た
。

レ
バ
ノ
ン
の
テ
レ
ビ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
答
え
た
。

　

ゴ
ー
ン
被
告
は
８
日
の
記

者
会
見
で
、
日
本
の
司
法
制

度
に
つ
い
て
「『
推
定
有
罪
』

の
原
則
が
は
び
こ
っ
て
い

る
」
と
非
難
。
森
氏
も
９
日

に
２
回
に
わ
た
っ
て
記
者
会

見
し
「
適
正
な
手
続
き
を
定

め
、
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い

る
」
と
反
論
す
る
な
ど
、
非

難
の
応
酬
と
な
っ
て
い
る
。

　

被
告
は
森
氏
の
記
者
会
見

を
受
け
た
９
日
の
テ
レ
ビ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
日
本

の
司
法
制
度
は
時
代
遅
れ

だ
」
と
主
張
。「
有
罪
率
は

９
９
・
４
％
で
、
司
法
制
度

が
腐
敗
し
て
い
る
。（
罪
の

な
い
）
多
く
の
人
が
刑
務
所

に
入
れ
ら
れ
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

　
【
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
（
ス
イ
ス
）

共
同
】
東
日
本
大
震
災
で
被

害
を
受
け
た
岩
手
、
宮
城
、

福
島
の
中
高
生
６
人
が
９

日
、
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ

に
あ
る
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
本
部
で

バ
ッ
ハ
会
長
と
面
会
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
復
興
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。
同
会

長
は
東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
事
故
に
伴
う
農
作
物
の
風

　
【
ト
レ
ド
共
同
】
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
（
共
和
党
）
は

９
日
、
中
西
部
オ
ハ
イ
オ
州

ト
レ
ド
で
、
今
年
初
め
て
と

な
る
大
規
模
な
支
持
者
集
会

を
開
い
た
。
米
軍
に
よ
る
イ

ラ
ン
精
鋭
部
隊
司
令
官
の
殺

害
に
つ
い
て
「
大
胆
な
決
断

と
行
動
で
米
国
に
よ
る
正
義

を
も
た
ら
し
た
」と
正
当
化
。

再
選
を
狙
う
１
１
月
の
大
統

領
選
に
向
け
た
「
実
績
」
と

し
て
誇
示
し
、
支
持
固
め
を

狙
っ
た
。

　

オ
ハ
イ
オ
は
大
統
領
選
の

た
び
に
、
民
主
、
共
和
の
両

党
候
補
の
勝
者
が
変
動
す
る

「
ス
イ
ン
グ
ス
テ
ー
ト
（
揺

れ
る
州
）」
と
言
わ
れ
る
最

重
要
州
の
一
つ
。
ト
ラ
ン
プ

氏
は
前
回
、
民
主
党
支
持
者

も
多
い
同
州
な
ど
ラ
ス
ト
ベ

ル
ト
（
さ
び
た
工
業
地
帯
）

の
各
州
で
勝
利
。
今
回
の
選

挙
で
も
、
票
の
掘
り
起
こ
し

を
図
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
殺
害
し
た

イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊
の
精
鋭

「
コ
ッ
ズ
部
隊
」
の
ソ
レ
イ

マ
ニ
司
令
官
が
イ
ラ
ク
の
首

都
バ
グ
ダ
ッ
ド
な
ど
の
米
大

使
館
を
「
狙
っ
て
い
た
」
と

指
摘
。
殺
害
に
よ
り
攻
撃
を

「
素
早
く
阻
止
し
た
」
と
主

張
し
た
。

　

司
令
官
が
多
く
の
人
々
を

殺
し
、
中
東
地
域
を
混
乱

に
陥
れ
て
い
た
と
も
強
調
。

「（
殺
害
に
よ
っ
て
）
騒
乱
を

終
わ
ら
せ
た
の
に
、
民
主
党

は
事
前
説
明
が
な
か
っ
た
と

不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
」
と

野
党
民
主
党
を
批
判
し
た
。

　

米
軍
は
３
日
、
イ
ラ
ク
で

ソ
レ
イ
マ
ニ
司
令
官
を
殺

害
。
イ
ラ
ン
は
８
日
、
報
復

と
し
て
イ
ラ
ク
駐
留
米
軍
を

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
し
た
。
ト

ラ
ン
プ
氏
は
死
傷
者
が
で
な

か
っ
た
と
し
て
反
撃
を
見
送

り
、
全
面
的
な
武
力
衝
突
は

ひ
と
ま
ず
回
避
さ
れ
た
。
ト

ラ
ン
プ
氏
は
、
ソ
レ
イ
マ
ニ

司
令
官
が
米
側
へ
の
攻
撃
を

計
画
し
て
い
た
た
め
殺
害
し

た
と
説
明
し
て
い
る
。

岩
井
俊
二
氏
が
伯
父
と
い
う

仙
台
市
出
身
の
相
沢
伊
吹
君

（
１
７
）は
、福
島
市
で
野
球
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
実
施
す
る

東
京
五
輪
で
も
「（
被
災
地

を
）
世
界
中
に
知
っ
て
も
ら

う
良
い
機
会
な
の
で
、
歌
わ

せ
て
も
ら
え
れ
ば
大
変
う
れ

党
内
に
持
ち
帰
る
こ
と
に
し

た
」
と
説
明
し
た
。

　

国
民
は
１
９
日
に
予
定
し

て
い
た
党
大
会
の
延
期
を
決

め
た
。
合
流
を
巡
る
協
議
が

決
着
し
な
い
と
判
断
し
た
。

　

党
首
会
談
は
１
０
日
午
前

１
１
時
ご
ろ
か
ら
午
後
２
時

前
ま
で
行
わ
れ
た
。
関
係
者

に
よ
る
と
、
枝
野
氏
は
吸
収

合
併
に
よ
る
早
期
合
流
を
促

し
た
が
、
玉
木
氏
は
党
内
の

慎
重
論
を
踏
ま
え
て
期
限
に

こ
だ
わ
ら
な
い
対
等
な
合
併

を
訴
え
た
。

　

両
党
は
先
月
１
７
日
の
党

首
会
談
で
、
合
流
協
議
入
り

で
合
意
。
福
山
、
平
野
両
氏

が
議
論
を
重
ね
、
２
７
日
の

幹
事
長
会
談
で
は
合
流
の
方

向
を
確
認
し
た
。

　

枝
野
、
玉
木
両
氏
は
今
月

７
、９
両
日
に
長
時
間
の
非

公
式
会
談
を
東
京
都
内
の
ホ

テ
ル
で
行
っ
た
。
焦
点
の
一

つ
で
あ
る
原
発
政
策
で
は
再

稼
働
条
件
の
厳
格
化
な
ど
で

最
終
調
整
に
入
っ
た
。
た

だ
合
流
後
の
党
名
や
人
事
な

ど
は
意
見
が
一
致
し
て
い
な

か
っ
た
。

　
【
共
同
】
立
憲
民
主
党
の

枝
野
幸
男
、
国
民
民
主
党
の

玉
木
雄
一
郎
両
代
表
は
１
０

日
、
両
党
の
合
流
を
巡
っ
て

国
会
内
で
３
時
間
近

く
会
談
し
た
が
、
結

論
を
出
せ
な
か
っ

た
。
枝
野
氏
は
会
談

後
、
記
者
団
に
「
こ

こ
ま
で
の
経
緯
、
議

論
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
党
内
議
論
に

付
す
こ
と
で
一
致
し

た
。
詳
細
は
申
し
上

げ
な
い
」と
述
べ
た
。

　

会
談
に
は
立
民
の

　

法
相
が
個
別
事
件
に
関
し

て
会
見
す
る
こ
と
自
体
が
極

め
て
珍
し
い
。
保
釈
が
な
か

な
か
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る

ゴ
ー
ン
被
告
の
主
張
に
欧
米

や
レ
バ
ノ
ン
の
一
部
メ
デ
ィ

ア
が
同
調
。
日
本
政
府
は
、

国
際
社
会
に
被
告
へ
の
賛
同

が
広
が
る
の
を
打
ち
消
そ
う

と
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。

　
【
ベ
イ
ル
ー
ト
共
同
】
レ

バ
ノ
ン
に
逃
亡
し
た
前
日

産
自
動
車
会
長
カ
ル
ロ
ス
・

ゴ
ー
ン
被
告
は
９
日
、
森
雅

子
法
相
が
被
告
の
記
者
会
見

を
受
け
て
「
わ
が
国
の
法
制

度
や
運
用
に
つ
い
て
誤
っ
た



地
裁
で
も
実
施
可
能
か
疑
問

は
３
７
が
稼
動
す
る
」
と
の

声
明
を
出
し
て
い
る
。

　

カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
総
合
大
学

所
属
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ア
ン
ト

ニ
オ
・
カ
ル
ロ
ス
・
ズ
ッ
フ
ォ

氏
は
、「
ピ
シ
ノ
ン
は
、
大
量

の
雨
が
降
っ
た
際
に
水
が
溢

れ
出
す
の
を
防
ぐ
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
不
十
分
で
、
大
局

的
視
点
か
ら
の
治
水
計
画
が

必
要
」
と
語
る
。

　

他
の
水
害
対
策
と
し
て
は
、

５
０
０
平
米
以
上
の
建
造
物

に
小
型
貯
水
池
（
ピ
シ
ニ
ー

ニ
ャ
）
設
置
を
義
務
付
け
る
。

芝
生
な
ど
、
雨
水
を
浸
透
さ

せ
る
土
地
（「
ア
ー
レ
ア
・
ペ

ル
メ
ア
ー
ヴ
ェ
ル
」
と
定
義

さ
れ
る
）
を
増
や
す
な
ど
が

あ
る
。

　

た
だ
し
、
聖
市
は
地
価
が

高
く
、「
全
て
の
治
水
対
策
は

一
つ
の
大
き
な
障
害
に
ぶ
つ
か

る
。
そ
れ
は
『
高
額
に
な
っ

　

昨
年
１
２
月
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
裁
可
し
た
汚
職
防
止
法
に
含
ま
れ
る
項

目
の
一
つ
の
「
ジ
ュ
イ
ス・ダ・ガ
ラ
ン
チ
ア
（
保
証
判
事
制
）」
に
よ
り
、
ラ
ヴ
ァ・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の
判
事
の
権
限
が
従
来
よ
り
限
ら
れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
と
、

１
０
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
な
ど
が
報
じ
て
い
る
。

　

同
判
事
は
ま
た
、
昨
年
２

度
、
テ
メ
ル
元
大
統
領
に
対

す
る
逮
捕
命
令
を
下
し
て
い

る
が
、
保
証
判
事
制
に
従
う

と
、
こ
の
件
に
関
す
る
裁
判

を
担
当
で
き
な
く
な
る
。

　

ブ
レ
ッ
タ
ス
判
事
は
こ
れ
ま

で
の
捜
査
や
裁
判
で
世
間
的

な
好
感
度
を
上
げ
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
が
次
期
最
高
裁

判
事
候
補
と
し
て
考
慮
す
る

ま
で
に
な
っ
て
い
た
。

　

同
じ
く
Ｌ
Ｊ
作
戦
の
判
事

で
名
を
あ
げ
た
セ
ル
ジ
オ
・

モ
ロ
法
相
が
所
属
し
た
パ
ラ

ナ
州
連
邦
地
裁
の
場
合
は
、

捜
査
命
令
な
ど
の
判
断
を
ル

イ
ス
・
ボ
ナ
判
事
、
裁
判
を

ガ
ブ
リ
エ
ラ
・
ハ
ル
ト
判
事

が
担
当
し
て
お
り
、
既
に
新

制
度
に
対
応
し
て
い
る
。

　

だ
が
、こ
の
新
制
度
は
、「
判

事
数
が
足
り
て
い
な
い
地
裁

レ
ベ
ル
（
連
邦
裁
で
も
判
事

が
１
人
の
法
廷
が
２
割
あ
る
）

で
導
入
で
き
る
か
」「
あ
ら
ゆ

る
捜
査
で
対
応
す
る
こ
と
が

可
能
か
」
と
い
っ
た
、
い
ざ

実
行
と
な
っ
た
際
の
問
題
も

抱
え
て
お
り
、
司
法
界
で
は

　

聖
市
市
警
は
８
日
夜
、
同

市
地
下
鉄
３
号
線
で
窃
盗

や
集
団
強
盗
な
ど
を
行
っ
て

い
た
容
疑
者
２
人
を
逮
捕
し

た
。
パ
ト
リ
ア
ル
カ
駅
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
は
、
強
盗

犯
逮
捕
の
際
、
３
８
口
径
の

拳
銃
１
丁
も
押
収
さ
れ
た
。

ギ
リ
ェ
ル
ミ
ー
ナ
・
エ
ス
ペ
ラ

現
在
も
難
色
を
示
す
声
が
聞

か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
連
邦
検
察
庁

が
９
日
、
国
家
法
務
審
議
会

（
Ｃ
Ｎ
Ｊ
）
の
中
で
新
制
度

を
施
行
す
る
た
め
の
具
体
的

な
準
備
や
討
議
を
行
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
に
、
１
月
２
３

日
か
ら
の
完
全
実
施
は
不
可

能
だ
か
ら
、
今
年
い
っ
ぱ
い

か
け
て
施
行
す
る
よ
う
に
求

め
る
覚
書
を
提
出
し
た
。

　

ア
ウ
グ
ス
ト
・
ア
ラ
ス
検

察
庁
長
官
は
検
事
ら
の
声
を

基
に
、「（
家
庭
内
暴
力
を
扱

う
）
マ
リ
ア
・
ダ
・
ペ
ー
ニ
ャ

法
に
基
づ
く
裁
判
や
陪
審
裁

判
に
は
新
制
度
を
あ
て
は
め

な
い
で
ほ
し
い
」
と
要
請
。

検
事
た
ち
は
、
既
に
捜
査
が

最
も
響
く
の
は
ブ
レ
ッ
タ
ス

て
し
ま
う
』
と
い
う
こ
と
」

と
ズ
ッ
フ
ォ
氏
は
指
摘
す
る
。

　

聖
市
東
部
の
ジ
ャ
ル
ジ
ン
・

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
は
２
０
１
１

年
に
ピ
シ
ノ
ン
が
完
成
し
た

　

９
日
も
聖
市
は
、
市
内
東

部
ヴ
ィ
ラ
・
カ
ル
モ
ジ
ー
ナ

地
区
に
あ
る
４
軒
の
家
、
駐

車
場
、
工
場
１
カ
所
ず
つ
、

２
４
軒
か
ら
な
る
コ
ン
ド
ミ

９
２
７
の
浸
水
危
険
箇
所
が

あ
る
。
２
０
１
７
年
の
時
点

で
市
内
に
は
２
４
の
遊
水
池

が
あ
り
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ

ア
前
市
長
は
１
９
の
遊
水
池

新
設
を
公
約
し
た
。
だ
が
、

現
時
点
で
完
成
し
た
の
は
８

カ
所
で
、
年
内
に
あ
と
５
カ

所
が
完
成
す
る
見
込
み
だ
。

　

コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
政
は
「
市

内
の
遊
水
池
は
今
年
５
増
え

て
、
任
期
の
終
わ
り
ま
で
に

　

連
日
、
夕
方
か
ら
夜
に
か

け
て
強
い
降
雨
が
続
い
て
い

る
聖
市
で
は
、
多
く
の
地
区

で
水
害
が
発
生
し
、
死
者
も

出
て
い
る
。
２
０
１
７
年
の

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
市
政
発

足
時
（
現
在
は
ブ
ル
ー
ノ
・

コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長
）、
聖
市
政

は
「
２
０
２
０
年
末
ま
で
に

１
９
の
新
た
な
大
型
遊
水
池

（
ピ
シ
ノ
ン
）
を
造
る
」
を

公
約
に
掲
げ
て
い
た
が
、
完

成
は
１
３
に
と
ど
ま
り
そ
う

だ
と
、
１
０
日
付
エ
ス
タ
ー

ド
紙
が
報
じ
た
。

　

現
在
、
聖
市
内
に
は

遊
水
池
設
置
計
画
は
遅
れ
気
味

負
債
抱
え
る
家
庭
の
割
合
増
加

年
末
ま
で
に
５
カ
所
が
完
成
も

ニ
ア
ム
を
立
ち
入
り
禁
止
に

し
た
。
こ
れ
は
８
日
夜
の
大

雨
で
崖
下
に
あ
る
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
の
駐
車
場
の
地
下
に

空
洞
が
で
き
て
塀
が
崩
れ
、

駐
車
場
が
あ
っ
た
場
所
が
大

陥
没
を
起
こ
し
た
た
め
で
、

住
民
た
ち
が
家
に
戻
れ
る
見

込
み
は
立
っ
て
い
な
い
。

　

同
市
で
は
雨
期
の
夏
は
洪

水
、
浸
水
被
害
が
毎
年
繰
り

返
さ
れ
る
が
、
昨
年
３
月
付

の
伯
字
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
、
メ

ト
ロ
は
、「
聖
市
政
が
治
水

対
策
や
、
関
連
設
備
の
新

設
・
維
持
費
に
使
う
予
算
は

２
０
１
７
年
か
ら
２
０
１
８

年
に
か
け
て
減
少
し
た
」
と

報
じ
た
。

　

同
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、

１
７
年
の
関
連
予
算
は

４
億
８
６
２
０
万
レ
ア
ル

で
、
１
８
年
は
２
１
％
減

の
３
億
８
２
７
０
万
レ
ア
ル

だ
っ
た
。

支
持
し
て
い
る
と
の
報
道
も

行
わ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
こ
れ
で
割
を
食
う

（
影
響
を
被
る
）
こ
と
に
な

る
の
は
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト

作
戦
な
ど
で
、
大
掛
か
り
な

捜
査
を
担
当
し
て
い
た
判
事

た
ち
だ
。

　

１
０
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙

は
、
そ
の
最
た
る
例
と
し
て
、

ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の
リ

オ
地
区
担
当
判
事
で
あ
る
マ

ル
セ
ロ
・
ブ
レ
ッ
タ
ス
判
事
を

あ
げ
て
い
る
。

　

同
判
事
は
こ
れ
ま
で
、
セ

ル
ジ
オ
・
カ
ブ
ラ
ル
元
リ
オ

州
知
事
に
対
し
て
捜
査
命
令

や
逮
捕
命
令
を
出
し
、
裁
判

で
も
同
被
告
に
対
し
、
合
計

で
２
５
０
年
以
上
の
実
刑
判

決
を
下
し
て
い
る
。
だ
が
、

新
し
い
制
度
下
で
は
、
捜
査

命
令
な
ど
を
出
せ
ば
裁
判
を

担
当
で
き
な
く
な
り
、
裁
判

を
担
当
す
る
な
ら
、
捜
査
命

令
な
ど
が
出
せ
な
く
な
る
。

聖
市
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
雨
で
も
水
が
溢
れ
る

（
参
考
画
像
・Rovena Rosa / Ag. Brasil

）

ブレッタス判事
（Agencia Brasil）

商店での買い物も、クレジットカードなどの
カード決済が増えている（参考画像、Valter 
Campanato/Agência Brasil）

検
察
庁
は
早
速
注
文
つ
け
る

始
ま
っ
て
い
る
案
件
は
対
象

か
ら
外
す
こ
と
や
、
選
挙
関

連
の
裁
判
に
も
保
証
判
事
制

を
適
用
す
る
の
か
な
ど
に
つ
い

て
も
明
確
な
基
準
作
成
を
求

め
て
い
る
。

ン
サ
駅
の
ホ
ー
ム
下
の
銅
線

泥
棒
は
未
然
に
防
い
だ
が
、

同
件
の
犯
人
は
捕
ま
え
そ
こ

な
っ
た
。
８
日
の
捜
査
で
は
、

逮
捕
さ
れ
た
２
人
と
共
に
強

盗
な
ど
を
繰
り
返
し
て
い
る

容
疑
者
（
大
人
９
人
、
未
成

年
４
人
）
の
身
元
も
確
認
さ

れ
た
。
集
団
犯
罪
事
件
も
解

決
し
て
ほ
し
い
が
、
利
用
者

目
線
で
言
う
な
ら
、
地
下
鉄

構
内
に
、
銃
を
持
っ
た
人
物

が
忍
び
込
ん
で
い
た
事
実
の

方
が
怖
い
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

最
高
裁
の
ジ
ア
ス
・
ト
フ
ォ

リ
長
官
は
９
日
、
リ
オ
地
裁

が
前
日
出
し
た
、
コ
メ
デ
ィ
・

グ
ル
ー
プ
「
ポ
ル
タ
・
ド
ス
・

フ
ン
ド
ス
」
製
作
の
映
画
「
キ

リ
ス
ト　

最
初
の
誘
惑
」
の

ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
で
の
配
信

禁
止
命
令
を
取
り
下
げ
た
。

こ
の
映
画
は
、
キ
リ
ス
ト
が

同
性
愛
者
と
し
て
描
か
れ
る

な
ど
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
界

か
ら
強
い
反
発
を
招
い
て
い

た
。
だ
が
、
配
信
禁
止
処
分

は
「
行
き
過
ぎ
た
検
閲
行
為
」

と
見
ら
れ
、
グ
ル
ー
プ
の
事

務
所
に
火
炎
瓶
を
投
げ
込
ん

で
の
抗
議
と
共
に
、
否
定
的

な
世
論
が
出
て
い
た
。
同
長

官
は
同
日
、
自
動
車
の
損
害

賠
償
責
任
義
務
保
険
の
徴

収
に
関
す
る
暫
定
令
も
覆
し

た
。

　
　
　
　
　

◎

　

昨
年
７
月
、
伯
国
空
軍
機

に
３
８
キ
ロ
の
コ
カ
イ
ン
を

持
ち
込
み
、
ス
ペ
イ
ン
で
逮

捕
さ
れ
た
空
軍
軍
曹
マ
ノ
エ

ル
・
ダ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
・
ロ
ド

リ
ゲ
ス
容
疑
者
が
国
際
麻
薬

犯
罪
者
と
し
て
被
告
と
な
っ

た
。
問
題
の
空
軍
機
は
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
と
随
行
団
が

日
本
で
の
Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト

に
向
か
う
際
の
予
備
機
で
、

麻
薬
が
持
ち
込
ま
れ
た
経
緯

が
疑
問
視
さ
れ
た
。
裁
判
で

そ
の
謎
が
明
か
さ
れ
る
か
。

　

昨
年
１
１
月
の
工
業
生
産

は
１
０
月
比
で
１
・
２
％
減

で
、
３
カ
月
連
続
の
前
月
比

ア
ッ
プ
が
止
ま
っ
た
と
、
地

理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が

９
日
に
発
表
し
た
。
１
０
日

付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

投
資
顧
問
会
社
ス
ル
・
ア

メ
リ
カ
ー
ナ
・
イ
ン
ヴ
ェ
ス

チ
メ
ン
ト
ス
社
の
チ
ー
フ
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
、ニ
ュ
ー
ト
ン
・

カ
マ
ル
ゴ
・
ロ
ー
ザ
氏
は
、

「
現
実
に
目
を
背
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。こ
れ
が
事
実
。

『
景
気
は
順
調
に
回
復
中
』

と
ま
で
は
断
言
で
き
な
い
」

と
し
、「
工
業
生
産
は
ま
だ
、

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し

て
お
り
、
力
強
い
景
気
回
復

の
軌
道
に
の
っ
た
と
は
断
言

し
づ
ら
い
」
と
続
け
た
。

　

１
１
月
の
減
産
は
、
８
月

か
ら
１
０
月
に
か
け
て
蓄

積
し
た
２
・
２
％
の
増
産
分

の
半
分
以
上
を
帳
消
し
に
し

た
。
ま
た
、
１
１
月
の
減
産

に
よ
り
、
１
９
年
１
月
か
ら

１
１
月
の
累
積
は
、
前
年
同

期
の
累
積
を
下
回
っ
た
。

　

海
通
（
ハ
イ
ト
ン
）
投
資

銀
行
ブ
ラ
ジ
ル
の
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
・
セ
ラ
ー
ノ
氏
は
、「
８

月
の
１
・２
％
、
９
月
の
０
・

２
％
、
１
０
月
の
０
・
８
％

と
３
カ
月
続
い
た
前
月
比
増

が
途
切
れ
た
こ
と
は
、
伯
国

経
済
の
先
行
き
は
ま
だ
不
透

明
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

　

１
１
月
は
２
６
に
細
分
さ

れ
た
工
業
部
門
の
内
、
１
６

部
門
で
生
産
量
が
落
ち
た
。

中
で
も
、
中
国
へ
の
食
肉
輸

出
は
増
え
た
の
に
、
砂
糖
の

生
産
が
減
っ
て
３
・
３
％
減

と
な
っ
た
食
料
部
門
、
生
産

が
４
・
４
％
減
っ
た
自
動
車

部
門
、
鉄
鉱
石
中
心
に
１
・

７
％
減
産
と
な
っ
た
鉱
業
な

ど
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。

　

全
国
財
・
サ
ー
ビ
ス
・

観
光
商
業
連
合
（
Ｃ
Ｎ

Ｃ
）
が
９
日
、「
消
費
者

の
負
債
と
債
務
不
履
行
調

査
（
Ｐ
ｅ
ｉ
ｃ
）」
に
よ
る

と
、
１
２
月
に
何
ら
か
の
負

債
を
抱
え
て
い
た
家
庭
は
全

世
帯
の
６
５
・
６
％
を
占
め
、

２
０
１
０
年
の
統
計
開
始
以

来
、
最
も
多
く
な
っ
た
と
発

表
し
た
と
、
９
日
付
伯
字
紙

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

１
２
月
の
数
字
は
、
１
１

月
の
６
５
・
１
％
を
０
・
５
％

ポ
イ
ン
ト
、
昨
年
同
月
の

５
９
・
８
％
を
５
・
８
％
ポ
イ

ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。

　

Ｐ
ｅ
ｉ
ｃ
で
の
負
債
は
、

先
付
小
切
手
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
特
別
小
切
手
、
商

店
の
支
払
い
票
、
個
人
的
な

融
資
や
貸
付
、
自
動
車
や
保

険
な
ど
の
ロ
ー
ン
と
い
っ
た
も

の
を
含
ん
で
い
る
。

　

負
債
を
負
っ
て
い
る
家
庭

の
割
合
は
過
去
最
高
だ
が
、

負
債
を
負
っ
て
い
る
上
、
各

種
の
料
金
や
負
債
の
返
済
が

遅
れ
て
い
る
と
い
う
、
債
務

不
履
行
の
家
庭
の
割
合
は

２
４
・
５
％
で
、
１
１
月
の

２
４
・
７
％
よ
り
も
減
っ
た
。

ま
た
、
各
種
の
料
金
や
負
債

を
払
え
る
状
態
に
は
い
な
い

と
答
え
た
家
庭
の
割
合
も
、

１
０
・
２
％
か
ら
１
０
％
に

減
少
し
た
。
た
だ
し
、
ど
ち

ら
の
数
字
も
、
１
８
年
１
２

月
の
数
値
（
債
務
不
履
行

２
２
・
８
％
、
支
払
い
不
能

９
・２
％
）
よ
り
高
い
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｃ
の
ジ
ョ
ゼ
・
ロ
ベ
ル

ト
・
タ
ド
ロ
ス
会
長
は
、
負

債
を
抱
え
る
家
庭
増
加
が
債

務
不
履
行
に
陥
っ
た
家
庭
の

増
加
を
意
味
し
な
い
点
に
注

目
し
、
返
済
責
任
を
果
た
せ

る
事
を
前
提
と
し
、
収
入
に

見
合
っ
た
負
債
を
抱
え
る
家

庭
が
増
え
て
い
る
と
の
見
解

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

同
会
長
は
、
正
規
雇
用
増

加
な
ど
の
労
働
市
場
の
状
況

改
善
を
背
景
に
、
消
費
者
が

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
で

の
決
済
を
多
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
事
や
、経
済
基
本
金
利

（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
）
が
低
下
し

て
、
融
資
や
ロ
ー
ン
を
利
用

し
易
く
な
っ
た
事
な
ど
も
負

債
を
抱
え
る
家
庭
が
増
え
た

原
因
と
見
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
２
月
の
負
債
返

済
（
支
払
）
額
の
平
均
は
、

収
入
の
２
９
・７
％
で
、
１
８

年
１
２
月
の
２
９
・
３
％
よ

り
高
く
な
っ
た
が
、
１
９
年

だ
け
で
見
れ
ば
、
６
月
以
降

で
最
低
と
な
っ
た
。

　

各
家
庭
の
抱
え
る
負
債

の
中
で
最
も
多
か
っ
た
の
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
、
負

債
全
体
の
７
９
・
８
％
を
占

め
た
。
こ
の
割
合
も
、
統
計

開
始
以
来
最
大
だ
っ
た
。
そ

の
他
は
、
商
店
の
支
払
い
票

１
５
・６
％
、
自
動
車
の
ロ
ー

ン
９
・
９
％
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。

　

１
０
日
未
明
、
リ
オ
州
バ

イ
シ
ャ
ー
ダ
・
フ
ル
ミ
ネ
ン

セ
地
区
で
、
自
宅
の
ソ
フ
ァ

で
く
つ
ろ
い
で
い
た
８
歳
の

少
女
が
、
外
部
か
ら
の
流
れ

弾
に
当
た
っ
て
死
亡
す
る
事

件
が
起
き
た
。
同
日
付
伯
字

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

亡
く
な
っ
た
の
は
、
ベ
ウ

フ
ォ
ル
ジ
・
ロ
シ
ョ
市
エ
ス

ペ
ラ
ン
サ
公
園
区
に
住
ん
で

い
た
ア
ナ
・
カ
ロ
リ
ナ
・
デ
・

ソ
ウ
ザ
・
ネ
ー
ヴ
ェ
ス
ち
ゃ

ん
。
ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
い
た

時
、
外
か
ら
飛
ん
で
き
た
銃

弾
を
頭
に
受
け
た
。

　

こ
の
す
ぐ
後
、
現
場
近
く

の
通
り
で
警
察
車
両
が
住
人

に
取
り
囲
ま
れ
た
。
人
垣

の
中
か
ら
現
れ
た
の
は
、
ア

ナ
ち
ゃ
ん
を
抱
き
か
か
え
た

父
親
で
、
警
察
官
が
警
察
車

両
で
市
内
の
病
院
に
連
れ
て

行
っ
た
が
、
ア
ナ
ち
ゃ
ん
は

助
か
ら
な
か
っ
た
。

　

事
件
当
時
、
現
場
付
近
で

は
特
に
警
察
に
よ
る
取
り
締

ま
り
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
両
親
に
よ
る
と
、
ア
ナ

ち
ゃ
ん
が
被
弾
す
る
直
前

に
、
外
で
数
発
の
銃
声
が
聞

こ
え
た
と
い
う
。

　

リ
オ
州
で
は
昨
年
も
、
こ

う
し
た
流
れ
弾
に
よ
る
子
供

の
死
が
相
次
ぎ
、
社
会
問
題

化
し
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

１月10日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.0836  R$
買　4.0813  R$

円相場
売　0.0373  R$
買　0.0373  R$

ＬＪ担当判事に強く影響
　
「
保
証
判
事
制
」
は
、
検

察
か
ら
の
犯
罪
捜
査
開
始
要

請
や
銀
行
口
座
や
通
信
記
録

の
公
開
要
請
な
ど
を
認
め
、

逮
捕
令
状
な
ど
を
出
す
判
事

と
、
検
察
か
ら
の
起
訴
状
を

受
け
付
け
、
裁
判
を
担
当
す

る
判
事
を
別
々
に
す
る
、
と

い
う
も
の
だ
。

　

こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る

と
、「
種
々
の
裁
判
に
際
し
て
、

よ
り
客
観
的
な
立
場
で
裁
く

こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、

評
価
す
る
声
も
あ
る
。
最
高

裁
で
は
、
１
１
人
の
判
事
の

う
ち
、
６
人
が
こ
の
制
度
を

１
１
月
は
前
月
比
１
・
２
％
減

３
カ
月
連
続
前
月
比
増
が
ス
ト
ッ
プ

金
利
の
低
下
な
ど
で
形
態
が
変
化

保 証
判事制

集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
聖
市

（２）２０２０年  １月 １１日 （土曜日）

伯国工業

８
歳
少
女
が
流
れ
弾
を
受
け
死
亡

自
宅
内
の
ソ
フ
ァ
の
上
で

リ オ 州

が
、
継
続
的
に
水

害
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
。
地
域
を
流
れ
る

用
水
路
が
、
ゴ
ミ
の

滞
積
な
ど
に
よ
っ
て

滞
り
、
浸
水
を
引
き

起
こ
し
て
し
ま
う
の

だ
。

　

ジ
ャ
ル
ジ
ン
・
パ

ン
タ
ナ
ー
ル
地
区
の

一
部
、
ヴ
ィ
ラ
・
イ

タ
イ
ン
の
自
治
会
代

表
者
エ
ウ
ク
リ
ー
デ

ス
・
メ
ン
デ
ス
氏
は
、

「
家
具
が
水
浸
し
に

な
る
こ
と
に
う
ん
ざ

り
し
て
、
レ
ン
ガ
で

家
具
を
作
る
人
ま
で

い
る
」
と
語
っ
て
い

る
。



　
「
移い

民み
ん

は
壮そ

う

大だ
い

な
民み

ん

族ぞ
く

学が
く

的て
き

実じ
っ

験け
ん

だ
」
と
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

邦ほ
う

字じ

紙し

「
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

」
の
前ぜ

ん

編へ
ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
う・
吉よ

し

田だ

尚な
お

則の
り

氏し

の

言こ
と

葉ば

で
あ
る
。
現げ

ん

編へ
ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
う・
深ふ

か

沢さ
わ

正ま
さ

雪ゆ
き

氏し

の
新し

ん

著ち
ょ

『
移い

民み
ん

と

日に

本ほ
ん

人じ
ん

』
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

の
足そ

く

跡せ
き

を
辿た

ど

っ
て
、
こ
の
実じ

っ

験け
ん

の
結け

っ

果か

を
提て

い

示じ

し
て
く
れ
て
い
る
。

　

同ど
う

書し
ょ

は
、
南な

ん

米べ
い

へ
の
移い

民み
ん

の
ご
く
初し

ょ

期き

、
な
ん
と
４
０
０

年ね
ん

前ま
え

の
ケ
ー
ス
か
ら
記き

述じ
ゅ
つを
始は

じ

め
る
。
１
５
９
６
年ね

ん

、
日に

本ほ
ん

で
は
豊と

よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

の
晩ば

ん

年ね
ん

、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
古こ

都と

ゴ
ル
ド
バ

で
日に

本ほ
ん

人じ
ん

青せ
い

年ね
ん

が
奴ど

隷れ
い

と
し
て
、
あ
る
神し

ん

父ぷ

に
売う

ら
れ
た
と

い
う
古こ

文も
ん

書じ
ょ

が
残の

こ

っ
て
い
る
。「
日に

本ほ
ん

州し
ゅ
う

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

種し
ゅ

、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ハ
ポ
ン
（
２
１
歳さ

い

）、
戦せ

ん

利り

品ひ
ん

（
捕ほ

虜り
ょ

）
で

担た
ん

保ぽ

な
し
、
人じ

ん

頭と
う

税ぜ
い

な
し
の
奴ど

隷れ
い

を
８
０
０
ペ
ソ
で
売う

る
」
と

記き

録ろ
く

さ
れ
て
い
る
。

　
「
こ
の
日に

本ほ
ん

青せ
い

年ね
ん

は
心し

ん

身し
ん

共と
も

に
強

き
ょ
う

健け
ん

で
才さ

い

能の
う

に
富と

ん
だ
傑け

つ

人じ
ん

と
思お

も

わ
れ
、
そ
れ
な
り
に
他た

の
奴ど

隷れ
い

に
較く

ら

べ
て
３
、４
倍ば

い

の
高た

か

値ね

で
買か

い
取と

ら
れ
て
い
る
」
と
、あ
る
研け

ん

究き
ゅ
う

書し
ょ

は
述の

べ
て
い
る
。

　

戦せ
ん

国ご
く

時じ

代だ
い

に
は
戦せ

ん

争そ
う

捕ほ

虜り
ょ

や
、
誘ゆ

う

拐か
い

さ
れ
た
り
親お

や

に
売う

ら

れ
た
子こ

供ど
も

が
数す

う

万ま
ん

人に
ん

規き

模ぼ

で
、奴ど

隷れ
い

と
し
て
南な

ん

蛮ば
ん

商し
ょ
う

人に
ん

に
よ
っ

て
東と

う

南な
ん

ア
ジ
ア
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
本ほ

ん

国ご
く

に
ま
で
「
輸ゆ

出し
ゅ
つ」
さ
れ

て
い
た
。
秀ひ

で

吉よ
し

が
天て

ん

正し
ょ
う１
５
（
１
５
８
７
）
年ね

ん

に
キ
リ
ス
ト

教き
ょ
う

宣せ
ん

教き
ょ
う

師し

追つ
い

放ほ
う

令れ
い

を
出だ

し
た
の
も
、
こ
れ
に
怒お

こ

っ
た
事こ

と

が
一い

ち

因い
ん

の
よ
う
だ
。
ま
た
、
国こ

く

内な
い

で
身み

の
置お

き
所ど

こ
ろが
な
く
な
っ
た
キ

リ
シ
タ
ン
浪ろ

う

人に
ん

が
自み

ず
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
船せ

ん

に
乗の

り
込こ

ん
だ
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

深ふ
か

沢さ
わ

氏し

は
、
こ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ハ
ポ
ン
も
自じ

由ゆ
う

渡と

航こ
う

者し
ゃ

、
す
な
わ
ち
移い

民み
ん

と
し
て
出

し
ゅ
っ

国こ
く

し
た
が
、
途と

中ち
ゅ
うで
ポ
ル
ト

ガ
ル
商

し
ょ
う

人に
ん

に
騙だ

ま

さ
れ
、
奴ど

隷れ
い

と
し
て
売う

り
飛と

ば
さ
れ
た
と
推す

い

測そ
く

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
の
は
、
こ
の
青せ

い

年ね
ん

が
売う

ら
れ
て
か
ら
８
か

月げ
つ

後ご

に
、「
私わ

た
し
は
奴ど

隷れ
い

と
し
て
売ば

い

買ば
い

さ
れ
る
謂い

わ
れ
は
な
い
。

従し
た
が
っ
て
自じ

由ゆ
う

を
要よ

う

求き
ゅ
うす
る
も
の
で
あ
る
」
と
訴う

っ
た
え
て
、
裁さ

い

判ば
ん

に
勝か

ち
、
自じ

由ゆ
う

の
身み

に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

は
、
代だ

い

金き
ん

の
８
０
０
ペ
ソ
を
神し

ん

父ぷ

が
奴ど

隷れ
い

商し
ょ
う

人に
ん

か
ら
取と

り
戻も

ど

す
権け

ん

限げ
ん

を
与あ

た

え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
裁さ

い

判ば
ん

事じ

例れ
い

は
他ほ

か

に
も
あ
る
。
ル
シ
オ
・
デ
・
ソ

ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

が
示し

め

し
た
「
根ね

っ
こ
」
の
力ち

か
ら

      

深ふ
か

沢さ
わ

正ま
さ

雪ゆ
き

『
移い

民み
ん

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

』
を
読よ

む

２０１９年
ねん

９月
がつ

１５日
にち

版
ばん

ウ
ザ
著ち

ょ

『
大だ

い

航こ
う

海か
い

時じ

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

奴ど

隷れ
い

』
で
は
、
メ
キ
シ
コ
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
で
、「
自じ

分ぶ
ん

は
本ほ

ん

来ら
い

な
ら
ば
奴ど

隷れ
い

で
は
な
い
」
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
、
我わ

が
身み

の

解か
い

放ほ
う

を
求も

と

め
た
訴そ

訟し
ょ
うの
記き

録ろ
く

が
相そ

う

当と
う

数す
う

、
残の

こ

さ
れ
て
い
る
と
い

う
。

　

そ
も
そ
も
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

に
訴う

っ
た
え
出で

る
行こ

う

為い

自じ

体た
い

が
、
ス
ペ
イ
ン

語ご

の
み
な
ら
ず
法ほ

う

と
裁さ

い

判ば
ん

制せ
い

度ど

の
知ち

識し
き

を
必ひ

つ

要よ
う

と
す
る
の
で
、

売う

ら
れ
て
８
か
月げ

つ

後ご

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

奴ど

隷れ
い

が
単た

ん

独ど
く

で
で
き
る
可か

能の
う

性せ
い

は
ま
ず
な
い
。
弊へ

い

誌し

が
推す

い

測そ
く

す
る
に
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

青せ
い

年ね
ん

の
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

心し
ん

と
知ち

性せ
い

を
見み

込こ

ん
だ
神し

ん

父ぷ

が
、
彼か

れ

に
訴う

っ
た
え
さ
せ
て
裁さ

い

判ば
ん

に
勝か

て
ば
、
彼か

れ

を
そ
の
後ご

も
弟で

子し

と
し
て
使つ

か

え
る
し
、
代だ

い

金き
ん

も

取と

り
戻も

ど

せ
る
と
踏ふ

ん
で
、
訴う

っ
た
え
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
が
事じ

実じ
つ

だ
と
し
て
も
、
神し

ん

父ぷ

に
そ
う
見み

込こ

ま
せ
る
だ
け

の
器き

量り
ょ
う、
法ほ

う

と
裁さ

い

判ば
ん

制せ
い

度ど

を
理り

解か
い

す
る
知ち

性せ
い

、
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

で
の

証し
ょ
う

言げ
ん

で
の
論ろ

ん

理り

的て
き

説せ
っ

得と
く

力り
ょ
くも
必ひ

つ

要よ
う

だ
っ
た
は
ず
だ
。「
移い

民み
ん

は

壮そ
う

大だ
い

な
民み

ん

族ぞ
く

学が
く

的て
き

実じ
っ

験け
ん

だ
」
と
い
う
視し

点て
ん

か
ら
見み

れ
ば
、
彼か

れ

は
こ
の
異い

国こ
く

の
地ち

で
の
実じ

っ

験け
ん

に
お
い
て
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
長

ち
ょ
う

所し
ょ

を
大お

お

い
に
発は

っ

揮き

し
た
と
言い

え
る
だ
ろ
う
。
同ど

う

様よ
う

の
事こ

と

が
、
黒こ

く

人じ
ん

奴ど

隷れ
い

や
支し

那な

人じ
ん

奴ど

隷れ
い

に
で
き
た
と
は
考か

ん
が
え
に
く
い
。

　

当と
う

時じ

、
日に

本ほ
ん

で
布ふ

教き
ょ
うし
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
は
、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
理り

性せ
い

や
知ち

識し
き

欲よ
く

に
驚お

ど
ろい
て
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
新あ

ら

た
に
発は

っ

見け
ん

さ
れ
た
諸し

ょ

地ち

域い
き

の
中な

か

で
最さ

い

高こ
う

級き
ゅ
うの
国こ

く

民み
ん

」
と
母ぼ

国こ
く

に
書か

き

送お
く

っ
て
い
る
。
し
か
し
、ザ
ビ
エ
ル
に
と
っ
て
は
不ふ

幸こ
う

な
こ
と
に
、

そ
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
理り

性せ
い

は
、
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うの
教

き
ょ
う

義ぎ

の
不ふ

合ご
う

理り

さ

を
見み

逃の
が

さ
な
か
っ
た
。

　

例た
と

え
ば
宣せ

ん

教き
ょ
う

師し

た
ち
は
「
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う
を
知し

ら
な
か
っ
た

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
先せ

ん

祖ぞ

は
救す

く

わ
れ
な
い
」
と
言い

う
が
、「
も
し
デ
ウ
ス

が
本ほ

ん

当と
う

に
全ぜ

ん

能の
う

な
ら
、
大お

お

昔む
か
しか
ら
日に

本ほ
ん

で
も
教お

し

え
を
広ひ

ろ

め
た

は
ず
だ
。
今い

ま

頃ご
ろ

、
日に

本ほ
ん

に
教お

し

え
を
も
た
ら
し
て
、
そ
れ
を
知し

ら
な
か
っ
た
我わ

れ

々わ
れ

の
先せ

ん

祖ぞ

の
霊れ

い

を
救す

く

わ
な
い
、
と
い
う
な
ら
無む

慈じ

悲ひ

だ
」
な
ど
と
、
先せ

ん

祖ぞ

思お
も

い
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
ザ
ビ
エ
ル
を
問と

い

詰つ

め
た
。［
Ａ
］

　

仏ぶ
っ

教き
ょ
うや
儒じ

ゅ

教き
ょ
うと
の
格か

く

闘と
う

を
通つ

う

じ
て
鍛き

た

え
ら
れ
た
合ご

う

理り

的て
き

思し

考こ
う

能の
う

力り
ょ
くと
、
そ
れ
を
大た

い

衆し
ゅ
うに
普ふ

及き
ゅ
うさ
せ
た
教

き
ょ
う

育い
く

は
日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

の
特と

く

質し
つ

だ
が
、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

が
異い

国こ
く

に
置お

か
れ
る
と
、
そ
の
特と

く

質し
つ

が
明め

い

瞭り
ょ
うに
浮う

か
び
上あ

が
っ
て
く
る
。
ま
さ
に
「
移い

民み
ん

は
壮そ

う

大だ
い

な
民み

ん

族ぞ
く

学が
く

的て
き

実じ
っ

験け
ん

だ
」
と
い
う
事こ

と

の
一ひ

とつ
の
例れ

い

証し
ょ
うで
あ
る
。

　

移い

民み
ん

と
い
う
「
壮そ

う

大だ
い

な
民み

ん

族ぞ
く

学が
く

的て
き

実じ
っ

験け
ん

」
を
大だ

い

規き

模ぼ

に

行お
こ
な
っ
て
い
る
の
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
１
９
０
万ま

ん

人に
ん

も
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
い
る
。
群ぐ

ん

馬ま

県け
ん

が
１
９
５
万ま

ん

人に
ん

だ
か
ら
、

そ
れ
と
同ど

う

規き

模ぼ

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
地ち

球き
ゅ
うの
裏う

ら

側が
わ

に
住す

ん
で
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
事じ

実じ
つ

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
ほ
と

ん
ど
認に

ん

識し
き

し
て
い
な
い
。

　

そ
の
「
民み

ん

族ぞ
く

学が
く

的て
き

実じ
っ

験け
ん

」
の
結け

っ

果か

は
明あ

き

ら
か
で
あ
る
。

１
９
０
万ま

ん

人に
ん

と
言い

っ
て
も
ブ
ラ
ジ
ル
の
人じ

ん

口こ
う

２
億お

く

人に
ん

の
１
％
に

過す

ぎ
な
い
が
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
世せ

界か
い

の
最さ

い

難な
ん

関か
ん

で
あ
る
サ
ン

パ
ウ
ロ
大だ

い

学が
く

で
は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

学が
く

生せ
い

は
１
４
％
も
占し

め
る
。「
大だ

い

学が
く

生せ
い

全ぜ
ん

体た
い

で
も
１
０
％
を
占し

め
る
」
と
、
筆ひ

っ

者し
ゃ

が
ア
メ
リ
カ
で

出で

会あ

っ
た
白は

く

人じ
ん

系け
い

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

は
称

し
ょ
う

賛さ
ん

し
て
い
た
。［
Ｂ
］

　

学が
く

力り
ょ
くだ
け
で
は
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
「
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ス
・

ガ
ラ
ン
チ
ー
ド
」、
す
な
わ
ち
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
保ほ

証し
ょ
う

付つ

き
」
と
い

う
言こ

と

葉ば

が
あ
る
。
約や

く

束そ
く

は
か
な
ら
ず
守ま

も

る
、借か

り
た
金か

ね

は
返か

え

す
、

仕し

事ご
と

で
も
き
ち
ん
と
責せ

き

任に
ん

を
果は

た
す
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

な
ら
間ま

違ち
が

い

は
な
い
。
そ
う
い
う
絶ぜ

つ

大だ
い

な
信し

ん

用よ
う

を
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

で
築き

ず

き
上あ

げ
て
き
た
。［
Ｃ
］

　

私わ
た
し
も
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
あ
る
日に

っ

系け
い

企き

業ぎ
ょ
うが
持も

つ
３
工こ

う

場じ
ょ
うを
訪ほ

う

問も
ん

し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
幹か

ん

部ぶ

を
務つ

と

め
る
一ひ

と
つ
の
工こ

う

場じ
ょ
うが
、
日に

本ほ
ん

か
ら
の
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

が
運う

ん

営え
い

す
る
他ほ

か

の
２
工こ

う

場じ
ょ
うよ
り

も
優す

ぐ

れ
て
い
た
こ
と
を
覚お

ぼ

え
て
い
る
。

　

移い

民み
ん

は
「
国こ

く

内な
い

で
食く

い
詰つ

め
て
、
海か

い

外が
い

に
出で

て
行い

っ
た
」
と

い
う
見み

方か
た

は
一い

ち

面め
ん

的て
き

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
食く

い
詰つ

め
た
ま

ま
国こ

く

内な
い

に
留と

ど

ま
っ
て
い
る
人に

ん

間げ
ん

の
方ほ

う

が
は
る
か
に
多お

お

い
か
ら
で

あ
る
。
食く

い
詰つ

め
た
境

き
ょ
う

遇ぐ
う

に
屈く

つ

せ
ず
に
、
は
る
か
彼か

方な
た

の
異い

郷き
ょ
うに
飛と

び
出だ

し
て
い
っ
た
移い

民み
ん

た
ち
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ

リ
ッ
ト
を
見み

逃の
が

し
て
は
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
異い

郷き
ょ
うで
直ひ

た

向む

き
な
努ど

力り
ょ
くを
通つ

う

じ
て
、
現げ

ん

地ち

で
も
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
る
地ち

位い

を
築き

ず

き
、
異い

国こ
く

で
日に

本ほ
ん

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

へ
の

評ひ
ょ
う

価か

を
確か

く

立り
つ

し
て
く
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
は
敬け

い

意い

と

感か
ん

謝し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

し
か
な
い
。

　

し
か
し
、
ど
う
し
て
異い

郷き
ょ
うに
住す

み
な
が
ら
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ら
し

さ
を
何な

ん

代だ
い

に
も
わ
た
っ
て
維い

持じ

で
き
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
疑ぎ

問も
ん

を
深ふ

か

沢さ
わ

氏し

は「
社し

ゃ

会か
い

が
開ひ

ら

い
て
い
る
か
ら
文ぶ

ん

化か

的て
き

に
は
閉と

じ
る
」

と
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
社し

ゃ

会か
い

が
閉と

じ
る
か
ら
文ぶ

ん

化か

が
開ひ

ら

く
」
と
い
う
説せ

つ

を
裏う

ら

返が
え

し
た
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
明め

い

治じ

日に

本ほ
ん

は
外が

い

国こ
く

人じ
ん

は
ご
く
わ
ず
か
し
か
住す

ん
で
い
な
い
「
閉と

ざ
さ
れ
た
社し

ゃ

会か
い

」
だ
っ
た
。
そ
の
中な

か

で
、
ご

く
一い

ち

部ぶ

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
留

り
ゅ
う

学が
く

な
ど
で
西せ

い

洋よ
う

文ぶ
ん

化か

を
学ま

な

び
、
よ
く

咀そ

嚼し
ゃ
くし
て
国こ

く

内な
い

に
伝つ

た

え
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

は
拒き

ょ

絶ぜ
つ

反は
ん

応の
う

を
起お

こ
さ
ず
に
、西せ

い

洋よ
う

文ぶ
ん

化か

を
導ど

う

入に
ゅ
うす
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
ま
り
、
社し

ゃ

会か
い

が
閉と

ざ
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
文ぶ

ん

化か

の
流

り
ゅ
う

入に
ゅ
うが
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
西せ

い

洋よ
う

文ぶ
ん

化か

を
導ど

う

入に
ゅ
うで

き
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
暮く

ら
す
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
逆ぎ

ゃ
くの
現げ

ん

象し
ょ
うが
起お

き
た
と
、
深ふ

か

沢さ
わ

氏し

は
指し

摘て
き

す
る
。

　
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
う
西せ

い

洋よ
う

文ぶ
ん

化か

圏け
ん

の
真ま

っ
只た

だ

中な
か

で
生せ

い

活か
つ

し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

と
い
う
西せ

い

洋よ
う

文ぶ
ん

化か

を
持も

つ
圧あ

っ

倒と
う

的て
き

な
大た

い

衆し
ゅ
うに
囲か

こ

ま
れ
、
異い

文ぶ
ん

化か

と
生な

ま

の
ま
ま
接せ

っ

し
て
い
る
の

で
、
拒き

ょ

絶ぜ
つ

反は
ん

応の
う

を
起お

こ
し
や
す
い
。・
・
・

　
異い

国こ
く

に
お
い
て
自じ

分ぶ
ん

た
ち
は
か
弱よ

わ

い
存そ

ん

在ざ
い

で
あ
る
こ
と
を
前ぜ

ん

提て
い

に
、
常つ

ね

に
回ま

わ

り
の
強

き
ょ
う

者し
ゃ

（
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

農の
う

場じ
ょ
う

主し
ゅ

、
官か

ん

憲け
ん

、

圧あ
っ

倒と
う

的て
き

多た

数す
う

の
イ
タ
リ
ア
農の

う

民み
ん

な
ど
）
と
の
力

ち
か
ら

関か
ん

係け
い

に
気き

を

使つ
か

い
な
が
ら
、
日ひ

の
丸ま

る

を
心こ

こ
ろの
中な

か

で
背せ

負お

い
、
ど
う
生い

き
延の

び
て
い
く
か
を
日ひ

び々

考か
ん
がえ
て
い
た
。

　

そ
の
結け

っ

果か

、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

的て
き

な
自じ

己こ

防ぼ
う

衛え
い

本ほ
ん

能の
う

が
強つ

よ

く
働は

た
らい
て
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
集

し
ゅ
う

団だ
ん

の
中な

か

で
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
昂こ

う

揚よ
う

し
、
独ど

く

自じ

の
強つ

よ

い
日に

本ほ
ん

人じ
ん

意い

識し
き

を
持も

つ
よ
う
に
な
っ
た
。［
１
，　

Ｐ

１
６
７
］

　

評
ひ
ょ
う

論ろ
ん

家か

の
大お

お

宅や

壮そ
う

一い
ち
は
１
９
５
４
（
昭

し
ょ
う

和わ

２
９
）
年ね

ん

に
取し

ゅ

材ざ
い

で
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
際さ

い

に
講こ

う

演え
ん

し
て
、「
ブ
ラ
ジ
ル
の

日に

本ほ
ん

人じ
ん

間か
ん

に
は
、
日に

本ほ
ん

の
明め

い

治じ

大た
い

正し
ょ
う

時じ

代だ
い

が
そ
の
ま
ま
残の

こ

っ

て
い
る
」
と
言い

っ
た
そ
う
だ
が
［
１
，　

Ｐ
１
０
］、
そ
れ
も
こ

の
「
社し

ゃ

会か
い

が
開ひ

ら

い
て
い
る
か
ら
文ぶ

ん

化か

的て
き

に
は
閉と

じ
る
」
現げ

ん

象し
ょ
うだ

ろ
う
。

　

弊へ
い

誌し

で
も
、
美う

つ
く
し
い
日に

本ほ
ん

語ご

を
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

子し

弟て
い

に
教

き
ょ
う

育い
く

し
て
い
る
川か

わ

村む
ら

真ま

倫り

子こ

先せ
ん

生せ
い

を
ご
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
が
［
Ｄ
］、
先せ

ん

生せ
い

の
学が

っ

校こ
う

も
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
開ひ

ら

か
れ
た
社し

ゃ

会か
い

で
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を

維い

持じ

し
よ
う
と
す
る
努ど

力り
ょ
くの
一い

っ

環か
ん

と
言い

え
よ
う
。

　

上う
え

に
引い

ん

用よ
う

し
た
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
集

し
ゅ
う

団だ
ん

の
中な

か

で
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
昂こ

う

揚よ
う

し
」の
一い

っ

節せ
つ

は
、「
エ
ス
ニ
ッ
ク
」は「
民み

ん

族ぞ
く

的て
き

」、「
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
は
ラ
テ
ン
語ご

の
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
（
生う

ま
れ
）」

を
語ご

源げ
ん

と
す
る
。
平ひ

ら

た
く
言い

え
ば
「
自じ

分ぶ
ん

が
生う

ま
れ
た
民み

ん

族ぞ
く

的て
き

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
大た

い

切せ
つ

に
思お

も

う
心こ

こ
ろ」
と
捉と

ら

え
て
も
良よ

い
だ
ろ
う
。

　

弊へ
い

誌し

で
は
こ
れ
を
「
根ね

っ
こ
」
と
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

し
て
き
た
。
異い

郷き
ょ
うで

自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

の
「
根ね

っ
こ
」
の
大た

い

切せ
つ

さ
に
気き

が
つ
く
と
い
う
の
は
、

筆ひ
っ

者し
ゃ

が
ア
メ
リ
カ
で
の
留

り
ゅ
う

学が
く

時じ

代だ
い

に
経け

い

験け
ん

し
た
こ
と
だ
。
ま
た

海か
い

外が
い

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
方か

た

が
、
日に

本ほ
ん

の
事こ

と

を
聞き

か
れ
て
何な

に

も
説せ

つ

明め
い

で
き
な

い
事こ

と

に
気き

が
つ
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
探さ

が

し
回ま

わ

っ
て
、
本ほ

ん

講こ
う

座ざ

に
辿た

ど

り
着つ

い
た
と
い
う
読ど

く

者し
ゃ

も
少す

く

な
く
な
い
。
外が

い

国こ
く

の
「
開ひ

ら

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

我わ
れ

々わ
れ

と
「
根ね

っこ
」
を
同お

な

じ
く
す
る
同ど

う

胞ほ
う

が

               

１
９
０
万ま

ん

人に
ん

も
地ち

球き
ゅ
うの
裏う

ら

側が
わ

で
生い

き
て
い
る
事こ

と

の
有あ

り
難が

た

さ

（３） ２０２０年第５４０４号 	 １月	１１日	（土曜日）

か
れ
た
社し

ゃ

会か
い

」
に
出で

る
と
、「
根ね

っ
こ
」
の
大た

い

切せ
つ

さ
に
気き

が
つ
く

の
で
あ
る
。

　

逆ぎ
ゃ
くに
、
国こ

く

内な
い

で
「
根ね

っ
こ
」
を
同お

な

じ
く
す
る
同ど

う

胞ほ
う

に
囲か

こ

ま
れ

て
い
る
と
、
そ
の
大た

い

切せ
つ

さ
に
気き

が
つ
か
な
い
人ひ

と

が
多お

お

い
。
美う

つ
く
し

い
豊ゆ

た

か
な
国こ

く

土ど

の
中な

か

だ
け
で
暮く

ら
し
て
き
た
人ひ

と

々び
と

は
、
そ
れ

を
当あ

た
り
前ま

え

だ
と
思お

も

っ
て
、
そ
の
美う

つ
く
し
さ
、
豊ゆ

た

か
さ
に
は
気き

が

つ
か
な
い
。

　

自じ

虐ぎ
ゃ
く

史し

観か
ん

を
吹ふ

い

聴ち
ょ
うす
る
輩や

か
ら、
日に

本ほ
ん

を
卑ひ

下げ

す
る
「
拝は

い

外が
い

」

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

な
ど
は
、「
閉と

ざ
さ
れ
た
社し

ゃ

会か
い

」
で
「
根ね

っ
こ
」
に
支さ

さ

え
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
有あ

り
難が

た

さ
に
気き

が
つ
か
な
い
人ひ

と

々び
と

で
あ

る
。
近き

ん

年ね
ん

、
こ
う
し
た
人ひ

と

々び
と

が
減へ

り
、
日に

本ほ
ん

の
「
根ね

っ
こ
」
を

求も
と

め
る
人ひ

と

々び
と

が
増ふ

え
て
き
て
い
る
の
は
、
外が

い

国こ
く

旅り
ょ

行こ
う

の
機き

会か
い

が

増ふ

え
、
来ら

い

日に
ち

外が
い

国こ
く

人じ
ん

も
激げ

き

増ぞ
う

し
て
日に

本ほ
ん

が
「
開ひ

ら

か
れ
た
社し

ゃ

会か
い

」

に
な
り
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　
「
開ひ

ら

か
れ
た
世せ

界か
い

」
で
、
特と

く

に
「
根ね

っ
こ
」
を
大た

い

切せ
つ

に
し
て

逞た
く
まし
く
生い

き
て
い
る
の
が
沖お

き

縄な
わ

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

の
よ
う
だ
。
深ふ

か

沢さ
わ

氏し

は
２
０
１
１
年ね

ん

に
那な

覇は

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
第だ

い

５
回か

い

「
世せ

界か
い

の
ウ

チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大た

い

会か
い

」
を
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
時と

き

の
驚お

ど
ろ
き
を
こ
う
語か

た

っ
て

い
る
。

・
・
・
世せ

界か
い

か
ら
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

系け
い

人じ
ん

が
５
３
０
０
人に

ん

も
集あ

つ

ま
り
、

も
の
す
ご
い
熱ね

っ

気き

に
あ
ふ
れ
て
い
て
驚お

ど
ろい
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

だ
け
で
１
２
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
う、
ハ
ワ
イ
か
ら
は
１
千せ

ん

人に
ん

で
飛ひ

行こ
う

機き

を
２
機き

も
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
乗の

り
入い

れ
て
い
る
と
い
う
の
で

恐お
そ

れ
入い

っ
た
。［
１
，　
Ｐ
１
４
６
］

　

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

の
人じ

ん

口こ
う

１
４
０
万ま

ん

人に
ん

は
日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

体た
い

の
１
％
強き

ょ
うに
し

か
過す

ぎ
な
い
。
だ
が
、
海か

い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

３
５
０
万ま

ん

人に
ん

の
中な

か

で
は

３
５
万ま

ん

人に
ん

、
１
０
％
を
占し

め
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
も

約や
く

１
割わ

り

、
ペ
ル
ー
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
９
割わ

り

以い

上じ
ょ
うに
達た

っ

す
る

と
い
う
。
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

口こ
う

の
２
５
％
に
匹ひ

っ

敵て
き

す
る
人に

ん

数ず
う

が
海か

い

外が
い

で
暮く

ら
し
て
い
る
事こ

と

に
な
る
。

　

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

か
ら
の
移い

民み
ん

が
多お

お

い
の
は
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

は
差さ

別べ
つ

と
来き

た

る
べ
き
戦せ

ん

争そ
う

へ
の
恐

き
ょ
う

怖ふ

で
都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

別べ
つ

の
２
位い

と
な
り
、
戦せ

ん

後ご

は
地ち

上じ
ょ
う

戦せ
ん

の
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
ダ
ン
ト
ツ
の
１
位い

に
な
っ
た
か
ら

だ
と
い
う
。

　

海か
い

外が
い

ば
か
り
で
は
な
い
。「
世せ

界か
い

の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大た

い

会か
い

」

に
は
、
東と

う

京き
ょ
う

都と

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

と
か
、
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の

人ひ
と

た
ち
も
集あ

つ

ま
る
。
深ふ

か

沢さ
わ

氏し

は
彼か

れ

ら
と
話は

な

し
て
い
て
、「
島し

ま

か

ら
一い

っ

歩ぽ

出で

た
ら
、
本ほ

ん

土ど

も
ブ
ラ
ジ
ル
も
一い

っ

緒し
ょ

」
と
い
う
感か

ん

覚か
く

を

持も

っ
て
い
る
事こ

と

に
気き

が
つ
い
た
、
と
い
う
。

　

島し
ま

か
ら
「
開ひ

ら

か
れ
た
社し

ゃ

会か
い

」
に
出で

る
と
「
根ね

っ
こ
」
を
大た

い

切せ
つ

に
す
る
気き

持も
ち

も
強つ

よ

ま
る
の
だ
ろ
う
。
今い

ま

で
も
ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
催も

よ
おし
で
は
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
（
沖お

き

縄な
わ

言こ
と

葉ば

）
で
話は

な

す
人ひ

と

が

い
る
と
い
う
。
深ふ

か

沢さ
わ

氏し

が
取し

ゅ

材ざ
い

に
行い

っ
て
も
、
何な

に

を
言い

っ
て
い

る
の
か
全ぜ

ん

然ぜ
ん

わ
か
ら
な
い
が
、
会か

い

場じ
ょ
うで
は
皆み

な

が
理り

解か
い

し
て
い
る

の
で
驚お

ど
ろ
く
。

　

ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
が
分わ

か
る
の
だ
か
ら
、
日に

本ほ
ん

語ご

も
分わ

か
る
か

と
思お

も

っ
て
話は

な

し
か
け
る
と
、「
日に

本ほ
ん

語ご

は
ダ
メ
」
と
い
う
２
世せ

い

、

３
世せ

い

が
思お

も

い
の
ほ
か
多お

お

い
。
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
を
日に

ち

常じ
ょ
う

的て
き

に
使つ

か

っ

て
い
る
世せ

帯た
い

で
育そ

だ

っ
た
人ひ

と

々び
と

だ
ろ
う
。
一い

っ

方ぽ
う

、
沖お

き

縄な
わ

で
は
ウ
チ

ナ
ー
グ
チ
の
話わ

者し
ゃ

が
激げ

き

減げ
ん

し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
結け

っ

果か

「
ブ

１
．
１
６
世せ

い

紀き

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
の

        

日に

本ほ
ん

人じ
ん

奴ど

隷れ
い

観か
ん

２
．「
私わ

た
し

は
奴ど

隷れ
い

と
し
て

         

売ば
い

買ば
い

さ
れ
る
謂い

わ
れ
は
な
い
」

ラ
ジ
ル
に
は
明め

い

治じ

の
沖お

き

縄な
わ

が
残の

こ

っ
て
い
る
」
と
言い

わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

太ふ
と

い
「
根ね

っ
こ
」
で
繋つ

な

が
り
、
互た

が

い
に
力ち

か
ら
を
合あ

わ
せ
る
沖お

き

縄な
わ

系け
い

は
ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

の
中な

か

で
も
存そ

ん

在ざ
い

感か
ん

を
増ま

し
て
い

る
。
１
９
９
４
年ね

ん

の
総そ

う

選せ
ん

挙き
ょ

で
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

選せ
ん

出し
ゅ
つの
下か

院い
ん

議ぎ

員い
ん

と
し
て
当と

う

選せ
ん

し
た
３
人に

ん

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
す
べ
て
沖お

き

縄な
わ

系け
い

子し

孫そ
ん

だ
っ
た
。
そ
の
一ひ

と

人り

、
具ぐ

志し

堅け
ん

ル
イ
ス
は
２
０
０
３
年ね

ん

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

で
当と

う

選せ
ん

し
た
労ろ

う

働ど
う

党と
う

党と
う

首し
ゅ

ル
ー
ラ
の
懐

ふ
と
こ
ろ

刀が
た
なと
し
て
活か

つ

躍や
く

し
た
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界か

い

で
も
沖お

き

縄な
わ

系け
い

が
活か

つ

躍や
く

し
て
い
る
。
深ふ

か

沢さ
わ

氏し

が
エ
ス
タ
ー
ド
・
デ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
紙し

論ろ
ん

説せ
つ

委い

員い
ん

の
保ほ

久く

原ば
る

ジ
ョ
ル
ジ
淳

じ
ゅ
ん

次じ

に
、「
な
ぜ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界か

い

で
沖お

き

縄な
わ

系け
い

が
多お

お

い
の
か
」
と
質し

つ

問も
ん

し
た
と
こ
ろ
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
答こ

た

え
が
返か

え

っ
て

き
た
。

　
そ
の
こ
と
は
、
金き

ん

城じ
ょ
うセ
ル
ソ
（
元も

と

ジ
ョ
ル
ナ
ル
・
ダ
・
タ
ル

デ
紙し

編へ
ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
う）
と
も
話は

な

し
合あ

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
自じ

分ぶ
ん

た
ち

沖お
き

縄な
わ

系け
い

は
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
お
い
て
も
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
だ
。
お
な
じ

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ら
一い

っ

般ぱ
ん

社し
ゃ

会か
い

で
の
し
上あ

が
っ
た
ほ
う
が
価か

値ち

が
あ
る
と
考か

ん
がえ
た
。［
１
，　
Ｐ
１
５
６
］

　
こ
の
よ
う
に
、
沖お

き

縄な
わ

系け
い

は
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

で
の
し
上あ

が
り
、

そ
れ
が
結け

っ

果か

的て
き

に
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
中な

か

で
の
地ち

位い

も
引ひ

き
上あ

げ
て

き
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
日に

っ

系け
い

主し
ゅ

要よ
う

５
団だ

ん

体た
い

の
う
ち
、
２
０
１
８

年ね
ん

現げ
ん

在ざ
い

で
は
沖お

き

縄な
わ

系け
い

が
３
団だ

ん

体た
い

の
ト
ッ
プ
を
占し

め
て
い
る
。

　

深ふ
か

沢さ
わ

氏し

は
「
世せ

界か
い

の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大た

い

会か
い

」
の
開か

い

会か
い

式し
き

で
、

仲な
か

井い

真ま

弘ひ
ろ

多か
ず

知ち

事じ

（
当と

う

時じ

）
が
「
お
か
え
り
な
さ
い
！
」
と

ま
ず
挨あ

い

拶さ
つ

し
た
の
を
聞き

い
て
、
す
ご
い
こ
と
だ
と
感か

ん

じ
入い

っ
た

そ
う
だ
。
現げ

ん

在ざ
い

、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

に
は
１
７
万ま

ん

人に
ん

の
日に

っ

系け
い

ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

が
働は

た
ら
き
、
暮く

ら
し
て
い
る
が
、
我わ

れ

々わ
れ

は
「
お
か
え
り
な
さ

い
！
」
と
い
う
気き

持も

ち
で
歓か

ん

迎げ
い

し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化か

が
進す

す

み
開ひ

ら

か
れ
た
社し

ゃ

会か
い

に
な
る
ほ
ど
、「
根ね

っ

こ
」
が
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

を
生い

き
抜ぬ

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与あ

た

え
て
く
れ

る
。「
根ね

っ
こ
」
を
同お

な

じ
く
す
る
同ど

う

胞ほ
う

を
温あ

た
た
か
く
迎む

か

え
、
と
も

に
助た

す

け
合あ

う
日に

っ

系け
い

、
特と

く

に
沖お

き

縄な
わ

系け
い

の
生い

き
方か

た

は
、
ま
さ
に
移い

民み
ん

と
い
う「
壮そ

う

大だ
い

な
民み

ん

族ぞ
く

学が
く

的て
き

実じ
っ

験け
ん

」で
成せ

い

功こ
う

す
る
鍵か

ぎ

で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
時じ

代だ
い

の
「
在ざ

い

日に
ち

」
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
学ま

な

ぶ
べ

き
姿し

勢せ
い

だ
と
思お

も

わ
れ
る
。

　

我わ
れ

々わ
れ

以い

上じ
ょ
うに
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
の
「
根ね

っ
こ
」
を
持も

っ
た
ブ
ラ

ジ
ル
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

か
ら
学ま

な

ぶ
事こ

と

は
多お

お

い
。
そ
の
太ふ

と

く
深ふ

か

い
「
根ね

っ

こ
」
を
も
っ
て
、
１
９
０
万ま

ん

人に
ん

も
の
同ど

う

胞ほ
う

が
地ち

球き
ゅ
うの
裏う

ら

側が
わ

の
人じ

ん

口こ
う

２
億お

く

人に
ん

の
大た

い

国こ
く

で
逞た

く
ま
し
く
生い

き
、
か
つ
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
有あ

り
難が

た

さ
を
我わ

れ

々わ
れ

は
よ
く
認に

ん

識し
き

す
べ
き
で
あ
る
。

                                             （
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
７
５
２
）　

日に

本ほ
ん

に
お
け
る
道ど

う

理り

の
伝で

ん

統と
う 

布ふ

教き
ょ
うの
た
め
に
や
っ
て
き
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
は
、

キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うの
不ふ

合ご
う

理り

な
面め

ん

を
つ
く
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
悩な

や

ま
さ
れ
た
。 h

ttp://blog.jog-n
et.jp/2

0
1

2
0

6
/article_2

.
htm

l

Ｂ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
０
１
１
）　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

、
一い

っ

世せ
い

紀き

の
苦く

闘と
う 

日に
っ

系け
い

移い

民み
ん

が
ブ
ラ
ジ
ル
で
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
る
地ち

位い

を
獲か

く

得と
く

す
る
ま
で
に
は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
「
根ね

っ
こ
」
に
支さ

さ

え
ら

れ
た
苦く

闘と
う

の
物も

の

語が
た
りが
あ
っ
た
。h

ttp
://b

lo
g

.jo
g

-n
et.

jp/2
0

1
7

0
6

/article_7
.htm

l

Ｃ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
３
９
７
）　

ブ
ラ
ジ
ル
の
大だ

い

地ち

に
根ね

付づ

い
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

（
下げ

） 

ブ
ラ
ジ
ル
の
大だ

い

地ち

に
残の

こ

し
た
「
ジ
ャ
ポ

ネ
ー
ス
・
ガ
ラ
ン
チ
ー
ド
」（
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
保ほ

証し
ょ
う

付つ

き
）
の
足あ

し

跡あ
と h

ttp://w
w

w
2

s.biglobe.n
e.jp/~n

ippon
/

jogbd_h1
7

/jog3
9

7
.htm

l

Ｄ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
１
２
２
）　

川か
わ

村む
ら

真ま

倫り

子こ

先せ
ん

生せ
い　

～　

美う
つ
くし
い
日に

本ほ
ん

語ご

を
ブ
ラ
ジ
ル
の
子こ

供ど
も

た
ち
に
伝つ

た

え
て
６
０
年ね

ん

「
こ
の
日に

本ほ
ん

語ご

に
触ふ

れ
、
慣な

れ
て
い
く
う
ち
に
、
非ひ

日に
っ

系け
い

の

子こ

ど
も
た
ち
ま
で
が
、
少す

こ

し
ず
つ
内な

い

面め
ん

か
ら
変へ

ん

化か

し
て
い
く

の
で
す
」 h

ttp://blog.jog-n
et.jp/2

0
1

9
0

7
/ar-

ticle_2
.htm

l 

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
深ふ

か

沢さ
わ

正ま
さ

雪ゆ
き

『
移い

民み
ん

と

日に

本ほ
ん

人じ
ん　

─
ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

１
１
０
年ね

ん

の
歴れ

き

史し

か
ら
─
』、

無む

明み
ょ
う

舎し
ゃ

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
Ｒ
０
１

h
t

t
p

:/
/

w
w

w
.

a
m

a
zo

n
.co

.jp
/o

/
asin

/4
8

9
5

4
4

6
5

3
0

/
japanontheg0

1
-2

2
/

３
．
移い

民み
ん

た
ち
の

        

フ
ロ
ン
ティ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト

４
．「
社し

ゃ

会か
い

が
開ひ

ら

い
て
い
る
か
ら

          

文ぶ
ん

化か

的て
き

に
は
閉と

じ
る
」

８
．「
根ね

っこ
」
を
同お

な

じ
く
す
る
同ど

う

胞ほ
う

５
．
異い

郷き
ょ
う

で
「
根ね

っこ
」
の

        

大た
い

切せ
つ

さ
に
気き

が
つ
く

６
．「
世せ

界か
い

の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大た

い

会か
い

」

７
．
な
ぜ
、
沖お

き

縄な
わ

系け
い

が

        　
　

活か
つ

躍や
く

し
て
い
る
の
か
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Carlos Ghosn se pronuncia 
a respeito de decisão de 
fugir do Japão

Ministra da Justiça do 
Japão rebate críticas de 
Carlos Ghosn

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Carlos Ghosn (09/01/2020)

Carlos Ghosn (09/01/2020)

O ex-presidente do con-
selho de administração 
da Nissan, Carlos Ghosn, 
falou sobre sua situação 
à imprensa na quarta-fei-
ra em Beirute, no Líbano, 
pouco mais de uma sema-
na depois de ter escapado 
de sua condição de liberda-
de sob fiança e fugido do 
Japão. Ghosn afirmou que 
as alegações que pesam 
contra ele não são verda-
deiras, e que, para começo 
de conversa, ele nunca de-
veria ter sido preso.

A ministra da Justiça do 
Japão disse que as críticas 
do ex-presidente do con-
selho de administração 
da Nissan Motor, Carlos 
Ghosn, contra o sistema 
de justiça japonês foram 
em grande parte abstratas, 
obscuras e infundadas.
Masako Mori rebateu os 
comentários de Ghosn em 
uma coletiva de imprensa 
pouco após as 9h da manhã 
de quinta-feira.
Ela também falou com re-

O fugitivo mais famoso 
do mundo contou a repór-
teres sua versão de uma 
saga que já dura mais de 
um ano. Ghosn acusou o 
sistema judicial japonês de 
violar seus direitos huma-
nos mais básicos. E afir-
mou que sua prisão foi en-
saiada pela promotoria em 
conjunto com a Nissan. Ele 
disse que o conluio entre a 
montadora e a promotoria 
é evidente.
Ghosn afirmou que a taxa 
de condenação no Japão 

pórteres nas primeiras ho-
ras da manhã em reposta à 
coletiva de imprensa que 
Ghosn concedeu em Bei-
rute na quarta-feira.
Mori disse que promoto-
res no Japão apresentam 
denúncias apenas quando 
há evidência suficiente 
para que a condenação em 
um tribunal seja altamente 
provável. Ela também afir-
mou que juízes tomam as 
decisões de um ponto de 
vista justo e neutro.

é de 99,4%, e que houve 
presunção de culpa contra 
ele. Afirmou que fugiu por 
acreditar que não receberia 
um julgamento justo. Ele 
disse que iria explicar o 
porquê de ter fugido, mas 
não a maneira como o fez.
Ghosn é acusado por não 
declarar totalmente sua 
remuneração nos relató-
rios financeiros da Nissan. 
E também foi acusado de 
grave quebra de confiança 
por suspeita de ter utili-
zado fundos da Nissan de 

Ghosn criticou a taxa de 
condenação de 99 por cen-
to no Japão, dizendo que 
não tem expectativas de 
um julgamento justo.
Mori disse que Ghosn rea-
lizou negócios no Japão e 
portanto deveria apresen-
tar evidências e sustentar 
seu caso em um julgamen-
to sob o sistema de justiça 
japonês. Ela afirmou que é 
isso que se espera ao redor 
do mundo de um homem 
de negócios de primeiro 

maneira indevida.
Autoridades japonesas 
afirmam que vão examinar 
cuidadosamente o conte-
údo das declarações de 
Ghosn. Afirmam que ele 
deixou o Japão ilegalmen-
te e que planejam pedir 
que o governo do Líba-
no o entregue de volta ao 
Japão, mesmo apesar da 
inexistência de um tratado 
de extradição entre os dois 
países.

escalão e de um bom cida-
dão.
A coletiva de imprensa de 
Ghosn na capital libanesa 
foi sua primeira aparição 
em público desde que vio-
lou as condições de sua 
fiança e fugiu do Japão 
para o Líbano.
Ghosn alegou ser inocente 
e acusou o sistema judicial 
japonês de violar seus di-
reitos humanos básicos.

Falências de companhias por falta de 
mão de obra atingem número sem 
precedentes no Japão

Governo japonês vai decidir sobre 
visita de premiê ao Oriente Médio

Ministro da Defesa do Japão vai enviar missão 
de força de autodefesa para Oriente Médio

População trabalhadora (10/01/2020)

Oriente Médio (09/01/2020)

Oriente Médio (09/01/2020)

Segundo o instituto de 
pesquisa Tokyo Shoko Re-
search, 426 companhias 
japonesas declararam fa-
lência em 2019 por não te-
rem conseguido obter mão 
de obra suficiente. Esse 

O governo do Japão vai 
decidir se o premiê Shinzo 
Abe deve seguir adiante 
em missão ao Oriente Mé-
dio conforme planejado.
O governo convocou uma 
reunião do Conselho de 
Segurança Nacional na 
quarta-feira, após o ataque 
do Irã a tropas americanas 

O ministro da Defesa do 
Japão, Taro Kono, vai or-
denar o despacho de uma 
missão da força de auto-
defesa ao Oriente Médio, 
nesta sexta-feira, em meio 
às crescentes tensões na 
região.
O movimento objetiva ele-

valor corresponde a um 
aumento de 10% em com-
paração ao ano anterior e o 
mais alto registrado desde 
2013, quando os dados se 
tornaram disponíveis.
Em números, a pesquisa 

baseadas no Iraque. Abe 
ordenou medidas para pro-
teger nacionais japoneses 
na região e instruiu auto-
ridades do governo a esta-
rem totalmente preparadas 
para qualquer emergência. 
Também insistiu em fazer 
todo e qualquer esforço 
diplomático para conter a 

var a capacidade de reunir 
dados de inteligência para 
garantir que navios comer-
ciais relacionados ao Japão 
possam navegar segura-
mente nas águas do Orien-
te Médio.
No mês passado, o gabi-
nete do governo japonês 

Caso de febre suína é confirmado 
em criadouro em Okinawa

Governo do Japão vai subsidiar 
produções de Hollywood

Toyota revela planos de construir 
cidade futurística

Okinawa (09/01/2019)

Hollywood (10/01/2019)

Toyota (08/01/2019)

Um caso de febre suí-
na foi confirmado em um 
criadouro de porcos na 
província de Okinawa, no 
sul do Japão.
A infecção foi confirmada 
em um criadouro na cida-
de de Uruma. A doença é 
altamente infecciosa entre 
suínos. O governo da pro-
víncia já proibiu o trans-
porte e planeja abater os 
animais, além de outras 
medidas, para prevenir a 
disseminação de uma epi-
demia.
O Ministério da Agricul-
tura, Silvicultura e Pes-
ca afirma que, até agora, 
a doença já se espalhou 
entre suínos e javalis sel-
vagens em 13 províncias 

O governo do Japão está 
se oferecendo pela primei-
ra vez para patrocinar um 
filme de Hollywood, como 
parte de uma iniciativa 
para incentivar produtores 
estrangeiros a utilizarem 
locações no Japão.
Na sexta-feira foi anuncia-
da em Tóquio a produção 
da terceira parte da popu-
lar série de filmes de ação 
G.I. Joe, com a presença 
do diretor e elenco princi-
pal.
O escritório de gabinete 
do governo do Japão está 
fornecendo fundos à equi-
pe de produção, em regime 
experimental. O filme será 
parcialmente filmado em 
Tóquio, Kyoto, Hyogo e 
outros locais do Japão en-
tre fins de janeiro e março, 
e deverá ser lançado ainda 

A Toyota Motor declarou 
que irá construir um protó-
tipo de “cidade do futuro” 
no Japão visando o desen-
volvimento e o teste de ve-
ículos autônomos e de ou-
tros serviços baseados em 
inteligência artificial.
A montadora apresentou 
sua visão em Las Vegas, 
no CES 2020, a maior 

desde que um caso foi 
confirmado na província 
de Gifu, em setembro de 
2018. O caso em Okinawa 
foi o primeiro confirmado 
fora das regiões de Chubu, 
Kanto e Kansai.
A confirmação do caso em 
Okinawa levou o ministro 
da agricultura Taku Eto a 
visitar a província na quar-
ta-feira. Ele afirmou que 
reconhece a gravidade do 
caso, que ocorreu em uma 
área remota e não conec-
tada por terra com a ilha 
principal do Japão. Eto 
disse que a rota da infec-
ção deve ser esclarecida e 
que é necessário que se aja 
rapidamente para prevenir 
mais infecções.

neste ano.
Os subsídios estão alinha-
dos com uma estratégia 
ativa de promoção da cul-
tura japonesa, com o obje-
tivo de atrair mais turistas.
O vice-ministro do gabi-
nete do governo japonês, 
Masaaki Taira, está encar-
regado desta estratégia. 
Ele disse aos participantes 
do evento de sexta-feira 
que países em todo o mun-
do estão competindo para 
serem escolhidos como lo-
cal de filmagens de filmes 
populares.
Taira disse que o governo 
pretende oferecer vários 
incentivos e tornar mais 
fácil para produtores es-
trangeiros conseguirem 
permissão para filmar no 
Japão.

feira de tecnologia volta-
da para consumidores em 
todo o mundo.
O presidente da Toyota, 
Akio Toyoda, afirmou que 
a construção da cidade 
terá início em 2021 e que, 
eventualmente, ela terá 
mais de dois mil morado-
res.

indica que 270 compa-
nhias, ou mais de 60%, fe-
charam suas portas porque 
o responsável estava apo-
sentando e não conseguiu 
encontrar um sucessor.
Aproximadamente 80 

escalada da crise.
Alguns funcionários do 
governo japonês apontam 
que o ataque realizado 
pelo Irã já era esperado, e 
que nem os Estados Uni-
dos nem o Irã querem uma 
guerra.
Abe planeja visitar a Ará-
bia Saudita, os Emirados 

aprovou o plano de enviar 
um destróier e dois aviões 
de patrulha à região.
Uma unidade dos aviões 
de patrulha partirá do Ja-
pão no sábado e iniciará a 
coleta de informações ain-
da neste mês. O destróier 
deixará o Japão no início 

companhias não puderam 
contratar trabalhadores 
suficientes, mesmo após 
colocar anúncios de clas-
sificados.

Árabes Unidos e Omã, 
com partida nesse fim de 
semana. O governo japo-
nês vai tomar a decisão 
após avaliar a resposta do 
Irã ao pronunciamento do 
presidente Donald Trump 
feito na quarta-feira.

de fevereiro e começará 
suas atividades ainda nesse 
mês.
Na quinta-feira, Kono dis-
se, por telefone, ao minis-
tro da Defesa do Irã, Amir 
Hatami, que o Japão levará 
adiante o despacho confor-
me planejado.
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の
懸か

け
橋は

し

に
な
れ
れ
ば
」
と

話は
な

し
て
お
り
、
コ
ッ
パ
・
サ
ン

パ
ウ
ロ
を
通と

お

し
て
「
サ
ッ
カ
ー

に
は
人ひ

と

を
つ
な
げ
る
力ち

か
ら

が
あ

る
と
感か

ん

じ
た
」
と
力

ち
か
ら

強づ
よ

く
語か

た

っ
た
。
昨さ

く

年ね
ん

１
１
月が

つ

に
は
日に

本ほ
ん

の
芸げ

い

能の
う

事じ

務む

所し
ょ

の
代だ

い

表ひ
ょ
うを

伯は
っ

国こ
く

に
招ま

ね

き
、
現げ

ん

在ざ
い

同ど
う

事じ

務む

所し
ょ

は
日に

っ

系け
い

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
選せ

ん

考こ
う

応お
う

募ぼ

を
受う

け
付つ

け
て
い
る
。

　

昨さ
く

年ね
ん

１
２
月が

つ

７
日か

に
南

み
な
み

大た
い

河が

州し
ゅ
う

都と

の
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

（
菅か

ん

野の

妙た
え

子こ

会か
い

長ち
ょ
う、
Ａ
Ｃ
Ｊ
）
及お

よ

び
日に

本ほ
ん

語ご

モ
デ
ル
校こ

う

（
大お

お

澤さ
わ

秀ひ
で

子こ

校こ
う

長ち
ょ
う）
の
活か

つ

動ど
う

本ほ
ん

拠き
ょ

地ち

で
、
日に

本ほ
ん

語ご

モ
デ
ル
校こ

う

改か
い

修し
ゅ
う

工こ
う

事じ

の
落ら

く

成せ
い

式し
き

が
執と

り
行お

こ
な
わ
れ
た
。

改か
い

修し
ゅ
う

工こ
う

事じ

は
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

の
「
草く

さ

の
根ね

文ぶ
ん

化か

無む

償し
ょ
う

資し

金き
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
く」
の
支し

援え
ん

を
受う

け
て
実じ

っ

施し

。
地じ

元も
と

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
長な

が

年ね
ん

の

悲ひ

願が
ん

が
叶か

な

い
、
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

か
ら
喜よ

ろ
こ
び
の
声こ

え

が
届と

ど

い
た
。

今こ
ん

後ご

も
日に

っ

伯ぱ
く

を
つ
な
げ
る
同ど

う

氏し

の
活か

つ

躍や
く

か
ら
目め

が
離は

な

せ
な

さ
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

日に

本ほ
ん

の
村む

ら

田た

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

が
デ

カ
セ
ギ
の
訪ほ

う

日に
ち

渡と

航こ
う

費ひ

、
ビ

ザ
取し

ゅ

得と
く

に
か
か
る
費ひ

用よ
う

を
負ふ

担た
ん

す
る
取と

り
組く

み
を
始は

じ

め
て

い
る
。
聖せ

い

市し

の
人じ

ん

材ざ
い

派は

遣け
ん

会か
い

社し
ゃ

ミ
ヤ
ザ
キ
・
ツ
ー
ル
の
宮み

や

　

完か
ん

成せ
い

し
た
同ど

う

校こ
う

は
２
階か

い

を
新し

ん

設せ
つ

し
、
３
つ
の
教

き
ょ
う

室し
つ

を
設せ

っ

置ち

。
さ
ら
に
教

き
ょ
う

室し
つ

の
仕し

切き

り

を
外は

ず

す
と
、
約や

く

８
０
人に

ん

が
収

し
ゅ
う

容よ
う

可か

能の
う

な
多た

目も
く

的て
き

講こ
う

堂ど
う

と
な

る
。
講こ

う

堂ど
う

で
は
同ど

う

校こ
う

以い

外が
い

の

イ
ベ
ン
ト
で
使し

用よ
う

す
る
こ
と

も
視し

野や

に
入い

れ
て
い
る
。

　

落ら
く

成せ
い

式し
き

に
は
、
木き

村む
ら

元
は
じ
め

在ざ
い

ク
リ
チ
バ
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

と
在ざ

い

ポ

ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
領

り
ょ
う

事じ

事じ

務む

所し
ょ

の
近こ

ん

藤ど
う

猛た
け
る

所し
ょ

長ち
ょ
うも
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し

た
。
木き

村む
ら

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
、
ポ

ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

（
現げ

ん

領り
ょ
う

事じ

事じ

務む

所し
ょ

）
勤き

ん

務む

時じ

代だ
い

の
２
０
０
６
年ね

ん

に
同ど

う

校こ
う

を

訪お
と
ずれ
、
草く

さ

の
根ね

資し

金き
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
くの

利り

用よ
う

を
薦す

す

め
て
い
た
。

　

式し
き

典て
ん

で
は
、
挨あ

い

拶さ
つ

に
立た

っ

た
Ａ
Ｃ
Ｊ
の
菅か

ん

野の

会か
い

長ち
ょ
うと
木き

村む
ら

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

が
喜よ

ろ
こ
び
の
声こ

え

を
上あ

げ
た
。

　

同ど
う

校こ
う

は
、
０
４
年ね

ん

に
南

み
な
み

日に
っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

か
ら
独ど

く

立り
つ

し

た
Ａ
Ｃ
Ｊ
を
運う

ん

営え
い

母ぼ

体た
い

と
し

て
お
り
、
以い

前ぜ
ん

か
ら
草く

さ

の
根ね

資し

金き
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
くを
利り

用よ
う

し
て
改か

い

修し
ゅ
う

工こ
う

事じ

を
望の

ぞ

ま
れ
て
い
た
。

様さ
ま

々ざ
ま

な
障

し
ょ
う

害が
い

が
あ
り
、
一い

ち

度ど

は
断だ

ん

念ね
ん

し
た
が
、
１
８
年ね

ん

に
申し

ん

請せ
い

を
再さ

い

開か
い

し
採さ

い

択た
く

さ
れ

た
。

　

谷た
に

口ぐ
ち

援え
ん

協き
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
うは
「
長な

が

年ね
ん

こ
の
問も

ん

題だ
い

の
た
め
に
奮ふ

ん

闘と
う

し
て
き
た
人ひ

と

た
ち
が
今い

ま

も
文ぶ

ん

協き
ょ
うに
残の

こ
っ
て
活か

つ

動ど
う

を
続つ

づ

け
て
い

る
。
皆み

な

の
思お

も

い
を
叶か

な

え
る
こ

と
が
で
き
て
良よ

か
っ
た
」
と
嬉う

れ

し
さ
を
声こ

え

に
滲に

じ

ま
せ
た
。

　

今こ

年と
し

が
何な

ん

の
年と

し

か
、
読ど

く

者し
ゃ

諸し
ょ

氏し

は
お
分わ

か
り
だ
ろ
う
か

…
。
実じ

つ

は
コ
ラ
ム
子し

も
、
坂さ

か

尾お

英ひ
で

矩の
り

さ
ん
か
ら
先せ

ん

日じ
つ

も
ら

っ
た
年ね

ん

賀が

メ
ー
ル
を
開ひ

ら

く
ま

で
、
す
っ
か
り
忘わ

す

れ
て
い
た
。

　

坂さ
か

尾お

さ
ん
の
メ
ー
ル
に
は

「
本ほ

ん

年ね
ん

は
日に

っ

伯ぱ
く

修し
ゅ
う

好こ
う

１
２
５

周し
ゅ
う

年ね
ん

で
す
か
ら
ル
ァ
・
ケ
ン

ジ
・
ヤ
マ
ザ
キ
を
何な

ん

と
し
て

も
実じ

つ

現げ
ん

さ
せ
た
い
と
覚か

く

悟ご

し
て
い
ま
す
」
と
あ
っ
た
の
を
見み

て
気き

付づ

か
さ
れ
た
。

　

今こ

年と
し

は
「
日に

っ

伯ぱ
く

修し
ゅ
う

好こ
う

１
２
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

」
だ
。
だ
が
昨さ

く

年ね
ん

末ま
つ

か
ら
新し

ん

年ね
ん

の
間あ

い
だ
の
数か

ず
か
ず々

の
日に

っ

系け
い

行ぎ
ょ
う

事じ

で
も
、
そ
の
話

は
な
し

は
一い

ち

度ど

も
聞き

か
な
か
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
は

１
８
９
５
年ね

ん

１
１
月が

つ

５
日か

に

パ
リ
で
、
曾そ

禰ね

荒あ
ら

助す
け

駐ち
ゅ
う

仏ふ
つ

日に

本ほ
ん

公こ
う

使し

と
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ア

ル
メ
イ
ダ
駐

ち
ゅ
う

仏ふ
つ

ブ
ラ
ジ
ル
公こ

う

使し

が
「
日に

っ

伯ぱ
く

修し
ゅ
う

好こ
う

通つ
う

商し
ょ
う

航こ
う

海か
い

条じ
ょ
う

約や
く

」
を
調

ち
ょ
う

印い
ん

し
て
外が

い

交こ
う

関か
ん

係け
い

を
樹じ

ゅ

立り
つ

し
た
。

　

１
８
９
７
年ね

ん

２
月が

つ

に
批ひ

准じ
ゅ
ん

書し
ょ

交こ
う

換か
ん

が
行お

こ
なわ
れ
、
リ
オ

州し
ゅ
うペ
ト
ロ
ポ
リ
ス
に
日に

本ほ
ん

帝て
い

国こ
く

公こ
う

使し

館か
ん

が
設せ

っ

置ち

さ
れ
、
８

月が
つ

に
は
初し

ょ

代だ
い

公こ
う

使し

と
し
て
珍ち

ん

田だ

捨す
て

巳み

が
着

ち
ゃ
く

任に
ん

し
、
正せ

い

式し
き

な

国こ
っ

交こ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
。

第
だい

１５グループの成
せい

績
せき

表
ひょう

ー
プ
に
分わ

か
れ
て
参さ

ん

加か

し
、

２
日か

か
ら
開か

い

始し

し
て
い
た
。

　

ソ
コ
ロ
Ｓ
Ｃ
は
第だ

い

１
５
グ

ル
ー
プ
に
組く

み
入い

れ
ら
れ
、

主お
も

に
イ
ツ
ー
市し

を
会か

い

場じ
ょ
うに
戦

た
た
か

っ
た
。
北ほ

く

東と
う

伯は
く

セ
ル
ジ
ッ
ペ
州

し
ゅ
う

都と

ア
ラ
カ
ジ
ュ
市し

近き
ん

郊こ
う

に
あ
る

ノ
ッ
サ
・
セ
ニ
ョ
ー
ラ
・
ド
・

ソ
コ
ロ
市し

に
あ
る
チ
ー
ム
だ
。

　

第だ
い

１
戦せ

ん

は
２
日か

に
、
リ
オ

を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
強

き
ょ
う

豪ご
う

チ
ー
ム
の

一ひ
とつ
、
フ
ル
ミ
ネ
ン
セ
と
対た

い

戦せ
ん

し
、
０
対た

い

５
で
負ま

け
た
。

　

第だ
い

２
戦せ

ん

は
５
日か

に
、
地じ

元も
と

イ
ツ
ア
ー
ノ
と
対た

い

戦せ
ん

し
て
、

０
対た

い

２
で
敗は

い

戦せ
ん

。

　

第だ
い

３
戦せ

ん

は
８
日か

に
、
ヴ
ィ

リ
ェ
ネ
ン
セ
と
１
対た

い

１
で
引ひ

き
分わ

け
て
、
勝か

ち
点て

ん

１
を
獲か

く

得と
く

し
た
。
４
チ
ー
ム
中ち

ゅ
う、
４

位い

で
終お

わ
っ
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

１
１
月が

つ

１
日た

ち

か
ら
今こ

ん

大た
い

会か
い

期き

間か
ん

限げ
ん

定て
い

で
監か

ん

督と
く

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
て
い
た
三み

浦う
ら

氏し

は
、
本ほ

ん

紙し

の
取し

ゅ

材ざ
い

に
対た

い

し
、「
大た

い

会か
い

を

終お

え
た
時と

き

に
、
選せ

ん

手し
ゅ

が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

監か
ん

督と
く

の
指し

導ど
う

を
受う

け
入い

れ
、

以い

前ぜ
ん

よ
り
団だ

ん

結け
つ

し
た
チ
ー
ム

に
な
っ
て
い
れ
ば
良よ

い
と
、
大た

い

会か
い

前ま
え

に
思お

も
っ
て
い
た
。
大た

い

会か
い

を

終お

え
た
時と

き

、
そ
れ
が
実じ

っ

感か
ん

で

き
、
伯は

っ

国こ
く

ク
ラ
ブ
の
監か

ん

督と
く

に

挑ち
ょ
う

戦せ
ん

し
て
良よ

か
っ
た
」
と
の

成せ
い

果か

を
語か

た
っ
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

で
「
一い

っ

昨さ
く

年ね
ん

末す
え

に
プ
ロ

化か

し
た
ば
か
り
の
チ
ー
ム
で
、

ク
ラ
ブ
の
力ち

か
ら
と
し
て
大た

い

会か
い

を

勝か

ち
抜ぬ

く
の
は
難む

ず
か
し
い
と
感か

ん

じ
て
い
た
が
、
試し

合あ
い

で
勝

し
ょ
う

利り

　

電で
ん

子し

部ぶ

品ひ
ん

な
ど
を
製せ

い

造ぞ
う

す

る
日に

本ほ
ん

の
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

「
村む

ら

田た

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

」（
代だ

い

表ひ
ょ
う

取と
り

締し
ま
り

役や
く

会か
い

長ち
ょ
う

兼け
ん

社し
ゃ

長ち
ょ
う

＝
村む

ら

田た

恒つ
ね

夫お

、

本ほ
ん

社し
ゃ

＝
京き

ょ
う

都と

府ふ

）
が
、
昨さ

く

年ね
ん

１
２
月が

つ

か
ら
デ
カ
セ
ギ
の
訪ほ

う

日に
ち

渡と

航こ
う

費ひ

と
入

に
ゅ
う

国こ
く

査さ

証し
ょ
う（
ビ

ザ
）
取し

ゅ

得と
く

に
か
か
る
費ひ

用よ
う

を

負ふ

担た
ん

し
て
い
る
。

　

勤き
ん

務む

地ち

や
労ろ

う

働ど
う

条じ
ょ
う

件け
ん

な
ど

詳し
ょ
う

細さ
い

に
つ
い
て
は
、
人じ

ん

材ざ
い

派は

遣け
ん

会か
い

社し
ゃ

ミ
ヤ
ザ
キ
・
ツ
ー
ル

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
９
４
８
５ 

１
・６
９
５
２
）
ま
で
。
ほ
か

ア
バ
ン
セ
、
フ
ジ
ア
ル
テ
、
三さ

ん

共き
ょ
う

グ
ル
ー
プ
で
も
受う

け
付つ

け

て
い
る
。

　

村む
ら

田た

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

は
全ぜ

ん

国こ
く

に
子こ

会が
い

社し
ゃ

化か

し
た
工こ

う

場じ
ょ
う

を
構か

ま

え
、

特と
く

に
島し

ま

根ね

県け
ん

出い
ず

雲も

市し

の
出い

ず

雲も

村む
ら

田た

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

で
は
、
こ
の
数す

う

年ね
ん

で
多お

お

く
の
デ
カ
セ
ギ
を
受う

け
入い

れ
て
い
る
。

崎ざ
き

秀ひ
で

人と

さ
ん
は
「
過か

去こ

に
は
、

人じ
ん

材ざ
い

派は

遣け
ん

会が
い

社し
ゃ

の
ビ
ザ
取し

ゅ

得と
く

な
ど
の
代だ

い

行こ
う

手て

数す
う

料り
ょ
うが
高た

か

く
、

訪ほ
う

日に
ち

前ま
え

か
ら
大お

お

き
な
借

し
ゃ
っ

金き
ん

を

抱か
か

え
る
デ
カ
セ
ギ
が
い
た
り
、

デ
カ
セ
ギ
が
日に

本ほ
ん

で
仕し

事ご
と

先さ
き

を
辞や

め
た
上う

え

に
連れ

ん

絡ら
く

が
つ
か

ず
、
人じ

ん

材ざ
い

派は

遣け
ん

会が
い

社し
ゃ

が
立た

て

替か

え
た
渡と

航こ
う

費ひ

を
返か

え

し
て
も

ら
え
な
く
な
っ
た
り
、
ト
ラ
ブ

ル
も
あ
っ
た
と
聞き

く
。
今こ

ん

回か
い

の
村む

ら

田た

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

の
費ひ

用よ
う

負ふ

担た
ん

は
、
そ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を

防ふ
せ

い
で
く
れ
、
デ
カ
セ
ギ
に

も
人じ

ん

材ざ
い

派は

遣け
ん

会が
い

社し
ゃ

に
も
あ
り

が
た
い
」
と
話は

な

し
た
。
こ
れ

を
機き

に
、
他ほ

か

の
企き

業ぎ
ょ
う
も
同お

な

じ

取と

り
組く

み
を
始は

じ

め
れ
ば
、
デ

カ
セ
ギ
増ぞ

う

加か

の
勢い

き
お

い
が
増ま

す

か
も
。

来
らい

社
しゃ

した毛
もう

利
り

理
り

事
じ

、平
ひら

崎
さき

会
かい

長
ちょう

、山
やま

本
もと

理
り

事
じ

　
「
建た

て

物も
の

が
完か

ん

成せ
い

し
て
本ほ

ん

当と
う

に

嬉う
れ

し
い
。
全ぜ

ん

会か
い

員い
ん

が
そ
う
い

う
気き

持も

ち
だ
よ
」。
南

み
な
み

日に
っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

の
谷た

に

口ぐ
ち

浩ひ
ろ
し

会か
い

長
ち
ょ
う

は
、
本ほ

ん

紙し

の
電で

ん

話わ

取し
ゅ

材ざ
い

に
そ

う
答こ

た

え
た
。
改か

い

修し
ゅ
う

工こ
う

事じ

が
叫さ

け

ば
れ
て
か
ら
１
３
年ね

ん

が
経た

ち
、

地じ

元も
と

コ
ロ
ニ
ア
の
悲ひ

願が
ん

が
よ

う
や
く
達た

っ

成せ
い

さ
れ
た
。

　

改か
い

修し
ゅ
う

工こ
う

事じ

は
、
昨さ

く

年ね
ん

３
月が

つ

１
４
日か

に
「
草く

さ

の
根ね

無む

償し
ょ
う

資し

金き
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
く」
の
贈ぞ

う

与よ

契け
い

約や
く

署し
ょ

名め
い

式し
き

を
行お

こ
な
い
、
約や

く

２
９
万ま

ん

レ
ア

ル
の
支し

援え
ん

を
受う

け
た
。
不ふ

足そ
く

分ぶ
ん

は
寄き

付ふ

や
イ
ベ
ン
ト
の
収

し
ゅ
う

益え
き

で
補お

ぎ
な
い
、
６
月が

つ

に
着

ち
ゃ
っ

工こ
う

。

１
２
月が

つ

に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
。

草く
さ

の
根ね

一い
ち

度ど

断だ
ん

念ね
ん

、
18
年ね

ん

に
再さ

い

開か
い

１
３
年ね

ん

来ら
い

の
悲ひ

願が
ん

叶か
な

っ
て
落ら

く

成せ
い

式し
き

　
こ
の
修

し
ゅ
う

好こ
う

条じ
ょ
う

約や
く

締て
い

結け
つ

に
よ

っ
て
移い

民み
ん

の
送お

く

り
出だ

し
が
可か

能の
う

に
な
り
、
公こ

う

使し

館か
ん

設せ
っ

置ち

の

１
１
年ね

ん

後ご

、
１
９
０
８
年ね

ん

の

笠か
さ

戸と

丸ま
る

移い

民み
ん

が
実じ

つ

現げ
ん

す
る
こ

と
に
な
る
。

　

坂さ
か

尾お

さ
ん
の
い
う
「
ル
ァ
・

ケ
ン
ジ
・
ヤ
マ
ザ
キ
」
と
は
、

本ほ
ん

紙し

で
２
０
１
３
年ね

ん

１
月が

つ

か

ら
２
月が

つ

に
掲け

い

載さ
い

さ
れ
た
連れ

ん

載さ
い

《
戦せ

ん

後ご

移い

民み
ん

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

＝
聖せ

い

今こ

年と
し

は
日に

っ

伯ぱ
く

修し
ゅ
う

好こ
う

１
２
５
周し

ゅ
う

年ね
ん

大だ
い

事じ

な
こ
と
を
忘わ

す

れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
戌い

ぬ

年ど
し

以い

外が
い

も
大だ

い

歓か
ん

迎げ
い

！
」

わ
ん
わ
ん
会か

い

の
新し

ん

年ね
ん

会か
い

、
２
６
日に

ち

南な
ん

開か
い

拓た
く

に
殉じ

ゅ
ん
じ
た
元も

と

代だ
い

議ぎ

士し

／
山や

ま

崎ざ
き

釼け
ん

二じ

》
の
こ
と
だ
。

　

山や
ま

崎ざ
き

は
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

に
労ろ

う

農の
う

運う
ん

動ど
う

家か

か
ら
始は

じ

ま
っ
て
国こ

っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

に
登の

ぼ

り
つ
め
、
大た

い

戦せ
ん

中ち
ゅ
うに

は
ボ
ル
ネ
オ
の
県け

ん

知ち

事じ

に
任に

ん

命め
い

さ
れ
る
な
ど
一い

っ

世せ
い

を
風ふ

う

靡び

し
た
。
そ
こ
で
出で

会あ

っ
た
現げ

ん

地ち

の
混こ

ん

血け
つ

娘む
す
めア
イ
ン
と
結む

す

ば

れ
て
子こ

供ど
も

を
も
う
け
、
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

に
正せ

い

妻さ
い

が
待ま

つ
日に

本ほ
ん
へ
連つ

れ

て
帰き

国こ
く

し
た
こ
と
か
ら
〝
二ふ

た

人り

妻つ
ま

事じ

件け
ん

〟
と
し
て
世せ

間け
ん

を

大お
お

い
に
騒さ

わ

が
せ
た
。

　

そ
の
二ふ

た

人り

妻つ
ま

事じ

件け
ん

は
、
高た

か

峰み
ね

三み

枝え

子こ

が
ヒ
ロ
イ
ン
役や

く

を

演え
ん

じ
た
映え

い

画が

『
南

み
な
み

十じ
ゅ
う

字じ

星せ
い

は
偽い

つ
わ
ら
ず
』
が
制せ

い

作さ
く

さ
れ
る

ほ
ど
有ゆ

う

名め
い

に
な
っ
た
。
だ
が
、

山や
ま

崎ざ
き

は
政せ

い

治じ

家か

に
返か

え

り
咲ざ

く

こ
と
が
で
き
ず
５
４
年ね

ん

に
ブ

ラ
ジ
ル
に
移い

住じ
ゅ
うし
て
い
た
。

　

当と
う

時じ

、
坂さ

か

尾お

さ
ん
は
聖せ

い

市し

の
山や

ま

崎ざ
き

宅た
く

に
居い

候そ
う
ろ
うし
て
い
た

縁え
ん

が
あ
り
、
そ
の
恩お

ん

に
応こ

た

え

る
た
め
に
山や

ま

崎ざ
き

名め
い

を
街が

い

路ろ

に

付つ

け
る
べ
く
、
１
０
年ね

ん

以い

上
じ
ょ
う

前ま
え

か
ら
南な

ん

聖せ
い

地ち

方ほ
う

の
市し

長ち
ょ
うら

に
働は

た
らき
か
け
て
い
る
。
そ
れ
を

（７） ２０２０年第５４０４号 	 １月	１１日	（土曜日）

三み

浦う
ら

泰や
す

年と
し

監か
ん

督と
く

の
ソ
コ
ロ
チ
ー
ム

サ
ン
パ
ウ
ロ
杯は

い

で
敗は

い

退た
い

決け
っ

定て
い

サッカー

近
こん

藤
どう

猛
たける

在
ざい

ポルト・アレグレ領
りょう

事
じ

事
じ

務
む

所
しょ

長
ちょう

、木
き

村
むら

元
はじめ

クリチバ総
そう

領
りょう

事
じ

、
菅
かん

野
の

妙
たえ

子
こ

会
かい

長
ちょう

、谷
たに

口
ぐち

浩
ひろし

援
えん

協
きょう

会
かい

長
ちょう

１２０周
しゅう

年
ねん

時
じ

、首
しゅ

都
と

の下
か

院
いん

本
ほん

会
かい

議
ぎ

場
じょう

で秋
あき

篠
しのの

宮
みや

同
どう

妃
ひ

両
りょう

殿
でん

下
か

お立
た

ち会
あ

いのもと、ブラジル国
こっ

歌
か

を斉
せい

唱
しょう

す
る様

よう

子
す

（２０１５年
ねん

１１月
がつ

）

ポ
ル
ト

ア
レ
グ
レ

日に

本ほ
ん

語ご

モ
デ
ル
校こ

う

の
改か

い

修し
ゅ
う

完か
ん

了り
ょ
う

村む
ら

田た

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

が
特と

く

別べ
つ

な
取と

り
組く

み

デ
カ
セ
ギ
の
ビ
ザ
、
渡と

航こ
う
費ひ
負ふ

担た
ん

記
き

者
しゃ

の眼
め

「
日に

っ

伯ぱ
く

修し
ゅ
う

好こ
う

１
２
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
機き

に
実じ

つ

現げ
ん

さ
せ
た
い
」
と

語か
た
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

　

５
年ね

ん

前ま
え

は
「
日に

っ

伯ぱ
く

外が
い

交こ
う

樹じ
ゅ

立り
つ

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

」
と
い
う
名め

い

称し
ょ
うで
盛せ

い

大だ
い

に
行お

こ
な
わ
れ
、
秋あ

き

篠
し
の
の

宮み
や

同ど
う

妃ひ

両り
ょ
う

殿で
ん

下か

が
１
０
月が

つ

に

ご
来ら

い

伯は
く

さ
れ
た
。
聖せ

い

市し

、
パ

ラ
ナ
州

し
ゅ
う

都と

ク
リ
チ
ー
バ
、
ロ

ン
ド
リ
ー
ナ
、ロ
ー
ラ
ン
ジ
ャ
、

マ
リ
ン
ガ
、
南

み
な
み

麻ま

州し
ゅ
うカ
ン
ポ
・

グ
ラ
ン
デ
と
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
、

パ
ラ
ー
州し

ゅ
うベ
レ
ン
、
ブ
ラ
ジ
リ

ア
、
リ
オ
の
計け

い

１
０
カ
所し

ょ

を

訪ほ
う

問も
ん

さ
れ
た
の
は
記き

憶お
く

に
新

あ
た
ら

し
い
。

　

そ
れ
を
記き

念ね
ん

し
て
２
月が

つ

の

聖せ
い

市し

カ
ー
ニ
バ
ル
に
は
、
青あ

お

森も
り

県け
ん

五ご

所し
ょ

川が
わ

原ら

市し

か
ら
本ほ

ん

場ば

会か
い

、
イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
公こ

う

園え
ん

の

日に

本ほ
ん

館か
ん

修し
ゅ
う

繕ぜ
ん

も
記き

念ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うと

し
て
行お

こ
なわ
れ
た
。

　

今こ
ん

回か
い

は
１
０
年ね

ん

ご
と
の
大お

お

き
な
節ふ

し

目め

で
は
な
く
、
５
年ね

ん

ご
と
だ
か
ら
盛せ

い

大だ
い

で
な
く
て

も
い
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
県け

ん

ｏ 

Ｓ
Ｃ
）」
は
、
残ざ

ん

念ね
ん

な
が

ら
一い

ち

次じ

リ
ー
グ
で
敗は

い

退た
い

し
た
。

　
こ
の
大た

い

会か
い

は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

州し
ゅ
うや
リ
オ
州し

ゅ
う
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、
ブ

ラ
ジ
ル
中じ

ゅ
う
か
ら
２
０
歳さ

い

以い

下か

の
育い

く

成せ
い

チ
ー
ム
が
集あ

つ

ま
り
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う
を
舞ぶ

台た
い

に
戦

た
た
か

う
も
の
。
今こ

年と
し

は
１
２
７
チ

ー
ム
が
４
つ
ず
つ
３
２
グ
ル

　

若わ
か

手て

サ
ッ
カ
ー
選せ

ん

手し
ゅ

の
登と

う

竜り
ゅ
う

門も
ん

と
呼よ

ば
れ
る
「
コ
ッ
パ
・

サ
ン
パ
ウ
ロ
」（C

opa Sao 
P

a
u

lo d
e F

u
te

b
o

l 
Junior de 2

0
2

0

）
で
、

三み

浦う
ら

泰や
す

年と
し

氏し

が
ブ
ラ
ジ
ル
で

初は
じ

め
て
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
監か

ん

督と
く

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

「
ソ
コ
ロ
（
Ｓ
ｏ
ｃ
ｏ
ｒ
ｒ

　

戌い
ぬ

年ど
し

生う

ま
れ
の
人ひ

と

に
よ
る

「
わ
ん
わ
ん
会か

い

」（
平ひ

ら

崎さ
き

靖や
す

之ゆ
き

会か
い

長ち
ょ
う）
の
新し

ん

年ね
ん

会か
い

が
今こ

ん

月げ
つ

２
６
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

～
午ご

後ご

３
時じ

ま
で
、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ

ー
デ
区く

の
東と

う

洋よ
う

会か
い

館か
ん

（A
v. 

L
ib

erd
ad

e, 3
6

5

）
で

開か
い

催さ
い

さ
れ
る
。
一ひ

と

人り

一い
っ

品ぴ
ん

持も

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
や
何な

に

か
の
イ
ベ

ン
ト
や
式し

き

典て
ん

の
折お

り

に
は
、
ぜ

ひ
記き

念ね
ん

し
た
何な

に

か
を
し
て
ほ

し
い
と
こ
ろ
。
今い

ま

か
ら
で
も

間ま

に
合あ

う
こ
と
を
、
ぜ
ひ
考

か
ん
が

え
て
み
て
は
？
（
深ふ

か

）

の
巨き

ょ

大だ
い

立た
ち

佞ね

武ぶ

多た

が
運は

こ

び
込こ

ま
れ
て
パ

レ
ー
ド
し

た
。
さ
ら

に
９
月が

つ

に

は
１
６ 

５
万ま

ん

レ
ア

ル
の
大た

い

枚ま
い

を
は
た
い

た
花は

な

火び

大た
い

で
き
な
か

っ
た
こ
と

は
監か

ん

督と
く

と

し
て
悔く

や

し

い
」
と
も

述の

べ
た
。

　

今こ
ん

大た
い

会か
い

は
、
聖せ

い

市し

創そ
う

立り
つ

記き

念ね
ん

日び

の

２
５
日に

ち

に

決け
っ

勝し
ょ
う

戦せ
ん

が
行お

こ
な
わ
れ

る
。

ち
寄よ

り
で
、
参さ

ん

加か

費ひ

４
０
レ

ア
ル
（
飲の

み
物も

の

代だ
い

含ふ
く

む
）。

　

当と
う

日じ
つ

は
、
賞

し
ょ
う

品ひ
ん

が
当あ

た
る

ビ
ン
ゴ
大た

い

会か
い

や
替か

え
歌う

た

の
唱

し
ょ
う

和わ

な
ど
の
企き

画か
く

を
楽た

の

し
み
な

が
ら
、
色い

ろ

々い
ろ

な
人ひ

と

と
交こ

う

流り
ゅ
うす

る
こ
と
が
で
き
る
。
平ひ

ら

崎さ
き

会か
い

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
、
戌い

ぬ

年ど
し

の
山や

ま

田だ

彰あ
き
ら

駐ち
ゅ
う

伯は
く

特と
く

命め
い

全ぜ
ん

権け
ん

大た
い

使し

に

も
招

し
ょ
う

待た
い

状じ
ょ
うを
送お

く
っ
て
い
る
と
い

う
。

　

案あ
ん

内な
い

で
来ら

い

社し
ゃ

し
た
平ひ

ら

崎さ
き

会か
い

長ち
ょ
う、
理り

事じ

の
毛も

う

利り

ペ
ー
ド

ロ
さ
ん
と
山や

ま

本も
と

恒つ
ね

夫お

さ
ん
は

「
会か

い

員い
ん

で
な
く
て
も
参さ

ん

加か

は

可か

能の
う

で
す
。
ぜ
ひ
ご
家か

族ぞ
く

で

参さ
ん

加か

し
、
１
年ね

ん

の
始は

じ

ま
り
を

祝い
わ

い
ま
し
ょ
う
」
と
参さ

ん

加か

を

呼よ

び
か
け
た
。

　

申も
う

し
込こ

み
希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
、
今こ

ん

月げ
つ

２
０
日か

ま
で
に
平ひ

ら

崎さ
き

会か
い

長ち
ょ
う（
１
１ 

・
９
９
９
９
７ 

・
１
６
３
４
）、
又ま

た

は
毛も

う

利り

さ
ん
（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・ 

２
６
４
１
・
１
６
２
６
、
携け

い

帯た
い

＝
１
１
・
９
９
７
５
８
・ 

０
７
９
２
）
に
連れ

ん

絡ら
く

を
。

　

伯は
っ

国こ
く

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
の
監か

ん

督と
く

に
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

し
た
三み

浦う
ら

泰や
す

年と
し

氏し

は
「
サ
ッ
カ
ー
に

関か
か

わ
ら
ず
、
日に

本ほ
ん

か
ら
様さ

ま

々ざ
ま

な
文ぶ

ん

化か

を
持も

ち
込こ

み
、
日に

っ

伯ぱ
く

　

大お
お

澤さ
わ

校こ
う

長ち
ょ
うは
「
今こ

ん

後ご

は
建た

て

物も
の

が
日に

本ほ
ん

語ご

の
学ま

な

び
舎や

、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
継け

い

承し
ょ
うと
普ふ

及き
ゅ
うの
み

に
留と

ど

ま
ら
ず
、
広ひ

ろ

く
多た

角か
く

的て
き

な
活か

つ

動ど
う

の
拠き

ょ

点て
ん

と
し
て
使し

用よ
う

さ
れ
れ
ば
」
と
期き

待た
い

を
述の

べ

た
。

　

工こ
う

事じ

期き

間か
ん

中ち
ゅ
う、
同ど

う

校こ
う

の
生せ

い

徒と

は
同ど

う

市し

の
サ
ク
ラ
ダ
フ
ァ
ミ

リ
ア
教

き
ょ
う

会か
い

の
サ
ロ
ン
を
借か

り
て

平へ
い

常じ
ょ
う

通ど
お

り
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うを
行

お
こ
な

っ
て
い

た
。
同ど

う

校こ
う

の
生せ

い

徒と

は
約や

く

百ひ
ゃ
く

人に
ん

で
、
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

が
半は

ん

数す
う

以い

上
じ
ょ
う

を
占し

め
て
い
る
。



を
育い

く

成せ
い

す
る
こ
と
を
目も

く

的て
き

と
し
て
い
る
。

　

中
ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

の
対た

い

象し
ょ
う

国こ
く

は
、

ブ
ラ
ジ
ル
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

ペ
ル
ー
、
ド
ミ
ニ
カ
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

、
ボ
リ
ビ
ア
、
パ
ラ
グ
ア

イ
、
メ
キ
シ
コ
の
７
カ
国こ

く

。

北ほ
く

米べ
い

は
、
米べ

い

国こ
く

と
カ
ナ
ダ
の

２
カ
国こ

く

だ
。

　

今こ
ん

回か
い

、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
訪ほ

う

日に
ち

す
る
の
は
佐さ

藤と
う

レ
ヴ
ィ
さ

ん
（
３
２
、
三さ

ん

世せ
い

）
と
村む

ら

上か
み

ア
ガ
タ
・
サ
ユ
リ
さ
ん

（
２
２
、
五ご

世せ
い

）。
ど
ち
ら
も

母ぼ

県け
ん

訪ほ
う

問も
ん

は
初は

じ

め
て
。

　

一い
っ

行こ
う

は
、
２
２
日に

ち

に
日に

本ほ
ん

に
到と

う

着ち
ゃ
く。
２
３
日に

ち

に
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
海か

い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

資し

料り
ょ
う

館か
ん

を
視し

察さ
つ

後ご

に
皇こ

う

居き
ょ

な
ど
を

散さ
ん

策さ
く

し
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

へ
移い

動ど
う

。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通と

お

し
て
同ど

う

県け
ん

民み
ん

と
交こ

う

流り
ゅ
う

を
行お

こ
な

う
他ほ

か

、
県け

ん

内な
い

を
巡め

ぐ

り
県け

ん

庁ち
ょ
う

関か
ん

係け
い

研け
ん

修し
ゅ
う、
自し

然ぜ
ん

・
文ぶ

ん

化か

食し
ょ
くや
音お

ん

楽が
く

、
踊お

ど

り
な
ど
を
通と

お

し
て
文ぶ

ん

化か

や
観か

ん

光こ
う

地ち

な
ど

の
魅み

力り
ょ
く

を
体た

い

験け
ん

し
た
い
と

い
う
。

　

佐さ

藤と
う

さ
ん
が
今こ

ん

回か
い

の
研け

ん

修し
ゅ
うで
確た

し

か
め
た
い
の
は
、
自じ

身し
ん

の
祖そ

先せ
ん

の
歴れ

き

史し

だ
。
父ち

ち

か

ら
親し

ん

戚せ
き

の
存そ

ん

在ざ
い

な
ど
も
聞き

い

て
お
り
、「
実じ

っ

際さ
い

に
会あ

う
機き

会か
い

が
あ
れ
ば
」と
熱あ

つ

く
語か

た

る
。

　

現げ
ん

在ざ
い

、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

は
会か

い

員い
ん

世せ

界か
い

へ
正た

だ

し
い
復ふ

っ

興こ
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
発は

っ

信し
ん

体た
い

験け
ん

研け
ん

修し
ゅ
う、
震し

ん

災さ
い

復ふ
っ

興こ
う

研け
ん

修し
ゅ
うな
ど
を
行お

こ
な

う
。

「
自じ

分ぶ
ん

の
ル
ー
ツ
を

  

知し

り
た
い
」

　
「
父ち

ち

か
ら
家か

族ぞ
く

の
歴れ

き

史し

を

聞き

い
て
、
ル
ー
ツ
を
知し

り
た

い
と
思お

も

い
会か

い

員い
ん

に
な
っ
た
」。

佐さ

藤と
う

レ
ヴ
ィ
さ
ん
（
３
２
、

三さ
ん

世せ
い

）
は
昨さ

く

年ね
ん

、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に

入に
ゅ
う

会か
い

し
た
。
熱ね

っ

心し
ん

に
活か

つ

動ど
う

に
取と

り
組く

み
、
今こ

年と
し

か
ら
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

の
部ぶ

長ち
ょ
うに
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
。

　

当と
う

初し
ょ

は
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

の
こ
と

を
あ
ま
り
知し

ら
ず
、「
自じ

分ぶ
ん

も
周し

ゅ
う

囲い

も
災さ

い

害が
い

の
イ
メ
ー

ジ
が
強つ

よ

か
っ
た
」
と
語か

た

る
。

の
母ぼ

国こ
く

と
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

の
親し

ん

善ぜ
ん

や
発は

っ

展て
ん

に
寄き

与よ

す
る
人じ

ん

材ざ
い

特
とく

集
しゅう

出し
ゅ
っ

生し
ょ
う

国こ
く

と
県け

ん

の
懸か

け
橋は

し

人じ
ん

材ざ
い

に

　福
ふく

島
しま

県
けん

庁
ちょう

による「中
ちゅう

南
なん

米
べい

移
い

住
じゅう

者
しゃ

子
し

弟
てい

研
けん

修
しゅう

」と「北
ほく

米
べい

移
い

住
じゅう

者
しゃ

子
し

弟
てい

研
けん

修
しゅう

」の合
ごう

同
どう

事
じ

業
ぎょう

が
１月

がつ

22日
にち

～ 31日
にち

まで同
どう

県
けん

で行
おこな

われ、中
ちゅう

南
なん

米
べい

から６人
にん

、北
ほく

米
べい

から３人
にん

の県
けん

人
じん

移
い

住
じゅう

者
しゃ

子
し

弟
てい

が参
さん

加
か

する。同
どう

研
けん

修
しゅう

では、日
に

本
ほん

の総
そう

務
む

省
しょう

が委
い

託
たく

している「中
ちゅう

南
なん

米
べい

日
にっ

系
けい

社
しゃ

会
かい

と国
こく

内
ない

自
じ

治
ち

体
たい

との連
れん

携
けい

促
そく

進
しん

事
じ

業
ぎょう

」も実
じっ

施
し

。ブラジルからは福
ふく

島
しま

県
けん

人
じん

会
かい

青
せい

年
ねん

部
ぶ

の２人
り

が訪
ほう

日
にち

し、将
しょう

来
らい

は同
どう

県
けん

との懸
か

け橋
はし

になることが期
き

待
たい

されている。

の
減げ

ん

少し
ょ
う

が
課か

題だ
い

。
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

の
会か

い

員い
ん

数す
う

も
約や

く

３
０
人に

ん

だ
。

そ
の
た
め
、
近き

ん

年ね
ん

は
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

子し

弟て
い

だ
け
で
は
な
く
、

非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

や
他た

県け
ん

人じ
ん

子し

弟て
い

の
会か

い

員い
ん

も
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
受う

け

入い

れ
て
い
る
。

　

佐さ

藤と
う

さ
ん
は
、
会か

い

員い
ん

増ぞ
う

加か

の
た
め
に
「
若わ

か

者も
の

向む

け
に

魅み

力り
ょ
く

的て
き

な
イ
ベ
ン
ト
を
増ふ

や
し
た
い
」
と
抱ほ

う

負ふ

を
述の

米
べい

大
たい

陸
りく

移
い

住
じゅう

者
しゃ

子
し

弟
てい

９人
にん

が研
けん

修
しゅう

て
い
る
現げ

ん

在ざ
い

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

は
、

「
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

の
ル
ー
ツ
を
守ま

も

る
」
こ
と
を
目も

く

的て
き

に
活か

つ

動ど
う

し
て
い
る
。
今い

ま

井い

会か
い

長ち
ょ
うは
、

「
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

が
集あ

つ

ま
る

場ば

所し
ょ

か
ら
、
故ふ

る

郷さ
と

の
文ぶ

ん

化か

を
残の

こ

す
活か

つ

動ど
う

に
変か

わ
っ
て
い

る
」
と
語か

た

る
。

　

会か
い

員い
ん

の
親し

ん

睦ぼ
く

と
文ぶ

ん

化か

普ふ

及き
ゅ
う

を
活か

つ

動ど
う

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
て
、
県け

ん

の
食

し
ょ
く

文ぶ
ん

化か

の
紹

し
ょ
う

介か
い

を
目も

く

的て
き

と

し
た
喜き

多た

方か
た

ラ
ー
メ
ン
祭ま

つ

り

や
、
貧ひ

ん

困こ
ん

層そ
う

対た
い

象し
ょ
うの
慈じ

善ぜ
ん

バ

ザ
ー
、
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

主し
ゅ

催さ
い

の
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム

な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が

近き
ん

年ね
ん

開か
い

催さ
い

さ
れ
て
い

る
。毎ま

い

年と
し

７

月が
つ

に
行お

こ
な

わ

れ
る
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

規き

模ぼ

の
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に

も
参さ

ん

加か

し
、

昨さ
く

年ね
ん

は
喜き

多た

方か
た

ラ
ー
メ
ン
を
３
千ぜ

ん

食し
ょ
く

分ぶ
ん

販は
ん

売ば
い

し
た
。

会か
い

員い
ん

数す
う

の
減げ

ん

少し
ょ
うが
著

い
ち
じ
るし

い
他た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

と
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
た

約や
く

２
０
０
人に

ん

。
昨さ

く

年ね
ん

よ
り
今い

ま

井い

由ゆ

美み

マ
リ
ナ
会か

い

長ち
ょ
うを
は
じ

め
元も

と

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

や
元も

と

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

が
役や

く

員い
ん

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

。
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

も
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
イ
ベ
ン
ト
の
企き

画か
く

や
手て

伝つ
だ

い
を
す
る
な
ど
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

が
進す

す

ん
で
い
る
。

ル
ー
ツ
を
守ま

も

る
活か

つ

動ど
う

へ

　

二に

世せ
い

以い

降こ
う

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ

戦せ
ん

前ぜ
ん

カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
に
滞た

い

在ざ
い

し
た
「
郷

き
ょ
う

土ど

の
偉い

人じ
ん

」
野の

口ぐ
ち

英ひ
で

世よ

の
胸

き
ょ
う

像ぞ
う

が
、
６
７
年ね

ん

の

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
建こ

ん

立り
ゅ
うさ
れ
た
。
同ど

う

年ね
ん

、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

事じ

務む

所し
ょ

を
購こ

う

入に
ゅ
うし
、
８
６
年ね

ん

に
は
県け

ん

庁ち
ょ
うの
支し

援え
ん

も
受う

け
て

会か
い

館か
ん

が
完か

ん

成せ
い

し
て
い
る
。

　

現げ
ん

在ざ
い

活か
つ

動ど
う

し
て
い
る
の
は
、

本ほ
ん

部ぶ

及お
よ

び
４
支し

部ぶ

で
会か

い

員い
ん

は

会
かい

員
いん

募
ぼ

集
しゅう

ブラジル福
ふく

島
しま

県
けん

人
じん

会
かい

では、通
つう

年
ねん

会
かい

員
いん

を募
ぼ

集
しゅう

している。福
ふく

島
しま

県
けん

が好
す

きな人
ひと

であれば、
県
けん

人
じん

子
し

弟
てい

でなくても大
だい

歓
かん

迎
げい

。
　応

おう

募
ぼ

や問
と

い合
あ

わせは、福
ふく

島
しま

県
けん

人
じん

会
かい

（電
でん

話
わ

＝ 11・3208・8499、メールアドレ
ス＝ fukushima_kenjin_brsp@yahoo.
co.jp）まで。

ブラジル福
ふく

島
しま

県
けん

人
じん

会
かい

歴
れき

代
だい

会
かい

長
ちょう

第
だい

１代
だい

渡
わた

辺
なべ

　　孝
たかし

第
だい

２代
だい

村
むら

井
い

喜
き

代
よ

己
み

第
だい

３代
だい

安
あん

瀬
ぜ

　盛
もり

次
じ

第
だい

４代
だい

石
いし

川
かわ

　茂
しげ

雄
お

第
だい

５代
だい

山
やま

本
もと

　広
ひろ

治
じ

第
だい

６代
だい

吉
よし

田
だ

　正
まさ

隆
たか

第
だい

７代
だい

草
くさ

野
の

　朝
あさ

光
みつ

第
だい

８代
だい

茂
も

木
ぎ

今
け

朝
さ

寿
じ

第
だい

９代
だい

遠
えん

藤
どう

吉
きち

四
し

郎
ろう

第
だい

10代
だい

小
お

野
の

ジャミール秋
あき

夫
お

第
だい

11代
だい

蓮
はす

沼
ぬま

寿
とし

日
ひ

三
さ

第
だい

12代
だい

渡
わた

辺
なべ

　龍
りゅう

蔵
ぞう

第
だい

13代
だい

大
おお

山
やま

　義
よし

夫
お

第
だい

14代
だい

櫻
さくら

井
い

　　仁
ひとし

第
だい

15代
だい

小
こ

島
じま

友
とも

四
し

郎
ろう

第
だい

16代
だい

永
なが

山
やま

　八
はち

郎
ろう

第
だい

17代
だい

今
いま

井
い

由
ゆ

美
み

マリナ

2017 年
ねん

に行
おこな

われたブラジル福
ふく

島
しま

県
けん

人
じん

会
かい

創
そう

立
りつ

百
ひゃく

周
しゅう

年
ねん

本
ほん

研
けん

修
しゅう

に参
さん

加
か

する佐
さ

藤
とう

さん（前
ぜん

列
れつ

左
ひだり

）と村
むら

上
かみ

さん（前
ぜん

列
れつ

右
みぎ

から２人
り

目
め

）と福
ふく

島
しま

県
けん

人
じん

会
かい

の役
やく

員
いん

ら

役
やく

員
いん

らと研
けん

修
しゅう

生
せい

で今
こん

回
かい

の研
けん

修
しゅう

について話
はな

し合
あ

う様
よう

子
す

佐
さ

藤
とう

レヴィさん

村
むら

上
かみ

アガタ・サユリさん

　

１
９
０
８
年ね

ん

、
笠か

さ

戸と

丸ま
る

で

７
７
人に

ん

の
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

が
渡と

伯は
く

し
た
。
９
年ね

ん

後ご

の
１
７
年ね

ん

１
０
月が

つ

２
５
日に

ち

に
は
、
故こ

渡わ
た

辺な
べ

孝た
か
し

初し
ょ

代だ
い

会か
い

長ち
ょ
うと
数す

う

人に
ん

の
同ど

う

志し

に
よ
っ
て
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が

創そ
う

立り
つ

。
当と

う

初し
ょ

は
親し

ん

睦ぼ
く

を
旨む

ね

と

し
、
県け

ん

人じ
ん

の
就

し
ゅ
う

職し
ょ
く

斡あ
っ

旋せ
ん

や
援え

ん

護ご

が
目も

く

的て
き

だ
っ
た
。

　

黄お
う

熱ね
つ

病び
ょ
うの
治ち

療り
ょ
うの
た
め
に

福
ふく

島
しま

県
けん

ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
歴れ

き

史し

伝で
ん

統と
う

守ま
も

り
つ
つ
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

の
節ふ

し

目め

活か
つ

動ど
う

も
盛さ

か

ん
だ
。
昨さ

く

年ね
ん

１
１
月が

つ

に
は
、
東と

う

京き
ょ
う、
群ぐ

ん

馬ま

、
福ふ

く

島し
ま

、
滋し

賀が

の
４
県け

ん

人じ
ん

会か
い

と
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
「
料

り
ょ
う

理り

と
工こ

う

芸げ
い

品ひ
ん

展て
ん

示じ

会か
い

」
イ
ベ

ン
ト
を
開か

い

催さ
い

。
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

と

東と
う

北ほ
く

６
県け

ん

人じ
ん

会か
い

で
共

き
ょ
う

催さ
い

す

る
「
東と

う

北ほ
く

ブ
ロ
ッ
ク
運う

ん

動ど
う

会か
い

」
も
毎ま

い

年と
し

行お
こ
なう
。

　

ま
た
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

近き
ん

郊こ
う

の
支し

部ぶ

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
参さ

ん

加か

し
、
遠え

ん

方ぽ
う

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

員い
ん

と
も
活か

っ

発ぱ
つ

な
交こ

う

流り
ゅ
うを

図は
か

っ
て
い
る
。

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

は
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
手て

伝つ
だ

い
を
メ
イ
ン
に
、
百

ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

時じ

は
赤あ

か

べ
こ
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

や
エ
コ
バ
ッ
グ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ

の
製せ

い

作さ
く

を
行お

こ
な

い
販は

ん

売ば
い

す
る
な

ど
、
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
新あ

た
ら

し
い
企き

画か
く

を
進す

す

め
て
い
る
。

続つ
づ

く
母ぼ

県け
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
う

事じ

業ぎ
ょ
う

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

の
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

制せ
い

度ど

は
１
９
６
５
年ね

ん

に
開か

い

始し

し
た
。
こ
の
事じ

業ぎ
ょ
うは
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

の
子し

弟て
い

を
県け

ん

内な
い

に
留

り
ゅ
う

学が
く

さ
せ
る
こ
と
で
、

母ぼ

国こ
く

の
経け

い

済ざ
い

及お
よ

び
教

き
ょ
う

育い
く

の

振し
ん

興こ
う

へ
の
貢こ

う

献け
ん

や
、
国こ

く

際さ
い

親し
ん

善ぜ
ん

と
文ぶ

ん

化か

の
交こ

う

流り
ゅ
うに
寄き

与よ

す
る
こ
と
が
期き

待た
い

さ
れ

て
い
る
。

震し
ん

災さ
い

後ご

３
年ね

ん

間か
ん

は
さ
す
が

に
休

き
ゅ
う

止し

し
た
が
、
１
４
年ね

ん

に

再さ
い

開か
い

。
母ぼ

県け
ん

で
は
現げ

ん

在ざ
い

ま
で

に
２
０
３
人に

ん

を
受う

け
入い

れ
た
。

中
ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

子し

弟て
い

研け
ん

修し
ゅ
うも
毎ま

い

年と
し

実じ
っ

施し

し
、
県け

ん

と

移い

住じ
ゅ
う

国こ
く

の
懸か

け
橋は

し

と
な
る

人じ
ん

材ざ
い

を
育い

く

成せ
い

し
て
い
る
。
過か

去こ

に
は
技ぎ

術じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
うも
実じ

っ

施し

。

部ぶ

に
位い

置ち

し
、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

、
岩い

わ

手て

県け
ん

に
続つ

づ

い
て
３
番ば

ん

目め

に
大お

お

き
な
面め

ん

積せ
き

を
誇ほ

こ

る
。

　

２
０
１
１
年ね

ん

３
月が

つ

１
１

日に
ち

に
発は

っ

生せ
い

し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
東と

う

北ほ
く

地ち

方ほ
う

太た
い

平へ
い

洋よ
う

沖お
き

地じ

震し
ん

は
、

１
９
年ね

ん

１
２
月が

つ

現げ
ん

在ざ
い

、
大お

お

津つ

波な
み

と
合あ

わ
せ
て
死し

者し
ゃ

４
１
０
９
人に

ん

の
甚じ

ん

大だ
い

な
被ひ

害が
い

を
も
た
ら
し
た
。
現げ

ん

在ざ
い

も
約や

く

４
万ま

ん

２
千せ

ん

人に
ん

が
避ひ

難な
ん

復ふ
っ

興こ
う

進す
す

む
今い

ま

の
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

を
視し

察さ
つ

立た

ち
上あ

が
る
福ふ

く

島し
ま

を
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

に
生せ

い

活か
つ

を
続つ

づ

け
て
い
る
。

　

津つ

波な
み

の
影え

い

響き
ょ
うで
、
東と

う

京き
ょ
う

電で
ん

力り
ょ
くの
福ふ

く

島し
ま

第だ
い

一い
ち

原げ
ん

子し

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

所し
ょ

で
炉ろ

心し
ん

溶よ
う

融ゆ
う

（
メ
ル
ト
ダ

ウ
ン
）
が
発は

っ

生せ
い

し
、
大た

い

量り
ょ
うの

放ほ
う

射し
ゃ

性せ
い

物ぶ
っ

質し
つ

が
放ほ

う

出し
ゅ
つす
る
原げ

ん

子し

力り
ょ
く

事じ

故こ

に
発は

っ

展て
ん

し
た
。

　

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

は
環か

ん

境き
ょ
う

回か
い

復ふ
く

の
た

め
に
放ほ

う

射し
ゃ

線せ
ん

を
低て

い

減げ
ん

す
る
除じ

ょ

染せ
ん

を
実じ

っ

施し

。
そ
の
結け

っ

果か

、
震し

ん

災さ
い

後ご

は
１
時じ

間か
ん

あ
た
り
２
・

７
４
μ
Ｓ
ｖ
（
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
、
１
１
年ね

ん

４
月が

つ

時じ

点て
ん

）

だ
っ
た
福ふ

く

島し
ま

市し

の
空く

う

間か
ん

放ほ
う

射し
ゃ

線せ
ん

量り
ょ
うが
、
０
・
１
３
μ
Ｓ
ｖ

(

１
９
年ね

ん

１
２
月が

つ

現げ
ん

在ざ
い)

と

大お
お

幅は
ば

に
減げ

ん

少し
ょ
うし
て
い
る
。

　

県け
ん

民み
ん

健け
ん

康こ
う

調ち
ょ
う

査さ

の
実じ

っ

施し

や
、
住

じ
ゅ
う

環か
ん

境き
ょ
う

設せ
つ

備び

の
支し

援え
ん

、

イ
ン
フ
ラ
復ふ

っ

旧き
ゅ
う、
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

振し
ん

興こ
う

な
ど
の
取と

り
組く

み
を
行お

こ
な

っ
て

い
る
他ほ

か

、
観か

ん

光こ
う

再さ
い

生せ
い

に
向む

け

た
復ふ

っ

興こ
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

の
国こ

く

内な
い

外が
い

発は
っ

信し
ん

に
力ち

か
ら

を
入い

れ
て
い
る
。

　

今こ
ん

回か
い

の
研け

ん

修し
ゅ
うで
は
、
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

か
ら
復ふ

っ
こ
う興
し
つつ
あ
る

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

の
現げ

ん

状じ
ょ
うを
視し

察さ
つ

し
、母ぼ

国こ
く

に
正せ

い

確か
く

な
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
提て

い

供き
ょ
うす

る
こ
と
も
求も

と

め
ら
れ
て
い
る
。

　

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

は
東と

う

北ほ
く

地ち

方ほ
う

の
南な

ん

　

１
７
年ね

ん

の
「
ブ
ラ
ジ
ル

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

」
に
は
内う

ち

堀ぼ
り

雅ま
さ

雄お

県け
ん

知ち

事じ

を
は
じ
め
、
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

１
８
人に

ん

が
来ら

い

伯は
く

。
現げ

ん

在ざ
い

ま
で

密み
つ

な
交こ

う

流り
ゅ
うが
続つ

づ

い
て
い
る
。

べ
、「
研け

ん

修し
ゅ
う

を
通と

お

し
て
県け

ん

人じ
ん

会か
い

を
活か

っ

性せ
い

化か

さ
せ
る
ア
イ

デ
ア
が
あ
れ
ば
、
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
取と

り
入い

れ
る
つ
も
り
だ
」

と
語か

た

っ
た
。

「
色い

ろ

々い
ろ

な
郷

き
ょ
う

土ど

食し
ょ
くを

  

学ま
な

び
た
い
」

　

村む
ら

上か
み

ア
ガ
タ
・
サ
ユ
リ
さ

ん
（
２
２
、
五ご

世せ
い

）
は
「
高こ

う

祖そ

父ふ

（
曾ひ

い

々ひ
い

お
じ
い
さ
ん
）

が
笠か

さ

戸と

丸ま
る

移い

民み
ん

」
と
い
う
、

当と
う

地ち

で
は
古ふ

る

い
家か

系け
い

。
祖そ

母ぼ

や
父ち

ち

、
叔お

母ば

が
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
活か

つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

し
て
お
り
、
本ほ

ん

人に
ん

も
１
０
歳さ

い

か
ら
グ
ア
ル
ー

リ
ョ
ス
支し

部ぶ

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
活か

つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

し
始は

じ

め
た
。

　
「
日に

本ほ
ん

に
は
行い

っ
た
事こ

と

が

な
く
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

の
景け

し
き色
と
か

想そ
う

像ぞ
う

が
つ
か
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
知し

る
の
が
楽た

の

し
み
」
と

期き

待た
い

を
募つ

の

ら
せ
る
。
日に

本ほ
ん

の

ド
ラ
マ
で
見み

た
よ
う
な
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
を
「
こ
の
目め

で
見み

た

い
」
と
目め

を
輝か

が
や

か
せ
る
。

　

特と
く

に
食

し
ょ
く

文ぶ
ん

化か

に
興

き
ょ
う

味み

が
あ

り
、
活か

つ

動ど
う

で
も
料

り
ょ
う

理り

を
担た

ん

当と
う

す
る
こ
と
が
多お

お

い
。
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

の
料

り
ょ
う

理り

で
知し

っ
て
い
る
の

は
喜き

多た

方か
た

ラ
ー
メ
ン
の
み
だ

が
、「
県け

ん

の
他ほ

か

の
料

り
ょ
う

理り

を
活か

つ

動ど
う

に
取と

り
入い

れ
て
み
た
い
。

そ
う
い
っ
た
も
の
も
学ま

な

べ
れ

ば
」
と
ほ
ほ
笑え

む
。

　

県け
ん

の
料

り
ょ
う

理り

だ
け
で
な
く
、

日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

全ぜ
ん

般ぱ
ん

に
関か

ん

心し
ん

を
持も

つ
。「
朝

ち
ょ
う

食し
ょ
く

や
他ほ

か

の
地ち

域い
き

の

ラ
ー
メ
ン
な
ど
も
食た

べ
て
、

今い
ま

ま
で
研け

ん

修し
ゅ
うし
た
先せ

ん

輩ぱ
い

の
よ

う
に
、
新あ

た
ら

し
い
レ
シ
ピ
を
考

か
ん
が

え
た
い
」
と
意い

欲よ
く

を
語か

た

る
。

　

村む
ら

上か
み

さ
ん
の
専せ

ん

門も
ん

で
あ
る

獣じ
ゅ
う

医い

学が
く

へ
の
関か

ん

心し
ん

も
高た

か

い
。

「
ペ
ッ
ト
の
健け

ん

康こ
う

の
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
や
商

し
ょ
う

品ひ
ん

な
ど
、
本ほ

ん

職し
ょ
くに
活い

か
せ
る
物も

の

も
あ
れ
ば

知し

り
た
い
」
と
研け

ん

修し
ゅ
うへ
の
希き

望ぼ
う

を
述の

べ
た
。

　

同ど
う

研け
ん

修し
ゅ
う

は
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

が

毎ま
い

年と
し

行お
こ
な

っ
て
い
る
事じ

業ぎ
ょ
う。
米べ

い

大た
い

陸り
く

の
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

子し

弟て
い

が
、

県け
ん

民み
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
う

や
視し

察さ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

を
通と

お

し
て
母ぼ

県け
ん

の
文ぶ

ん

化か

や
歴れ

き

史し

を
理り

解か
い

し
、
今こ

ん

後ご

　 意
い

欲
よく

を燃
も

やす
　　　二

に

世
せい

新
しん

会
かい

長
ちょう

　昨
さく

年
ねん

就
しゅう

任
にん

した今
いま

井
い

由
ゆ

美
み

マリナ会
かい

長
ちょう

（45、二
に

世
せい

）
は、2007 年

ねん

から青
せい

年
ねん

部
ぶ

長
ちょう

を務
つと

めた。そ
の時

とき

に「自
じ

分
ぶん

も研
けん

修
しゅう

に行
い

き、青
せい

年
ねん

部
ぶ

の会
かい

員
いん

たちに魅
み

力
りょく

を伝
つた

えたい」と
考
かんが

え、14年
ねん

に中
ちゅう

南
なん

米
べい

移
い

住
じゅう

者
しゃ

子
し

弟
てい

研
けん

修
しゅう

に参
さん

加
か

した。「たった３年
ねん

で復
ふっこう

興
している場

ば

所
しょ

を視
し

察
さつ

して、すごいと
思
おも

った。県
けん

庁
ちょう

が県
けん

民
みん

のために様
さま

々
ざま

な
支
し

援
えん

を行
おこな

っていることにも感
かん

動
どう

した」
と当

とう

時
じ

の印
いん

象
しょう

を語
かた

る。
　17年

ねん

には、第
だい

３回
かい

在
ざい

外
がい

県
けん

人
じん

会
かい

サ
ミットへ参

さん

加
か

するために訪
ほう

日
にち

。他
た

国
こく

の県
けん

人
じん

会
かい

と交
こう

流
りゅう

したことで、現
げん

在
ざい

ま
で繋

つな

がりがあるという。
　これまでの経

けい

験
けん

をもとに、今
こ

年
とし

は福
ふく

島
しま

県
けん

の復
ふっ

興
こう

状
じょう

況
きょう

の講
こう

演
えん

会
かい

を検
けん

討
とう

している。昨
さく

年
ねん

ブラジルでも上
じょう

映
えい

された東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

のドキュメンタ
リー映

えい

画
が

「ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ（邦
ほう

題
だい

『太
たい

陽
よう

の蓋
ふた

』）」を制
せい

作
さく

した佐
さ

藤
とう

太
ふとし

監
かん

督
とく

とのイベントも計
けい

画
かく

中
ちゅう

だ。

今
いま

井
い

由
ゆ

美
み

マリナ会
かい

長
ちょう
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